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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サーバコンピューティングデバイスからクライアントコンピューティングデバイスにソ
フトウェアアップデートを提供するための方法であって、
　（ａ）前記サーバコンピューティングデバイスが、前記クライアントコンピューティン
グデバイスから、前記クライアントコンピューティングデバイス上に記憶されているクラ
イアント許可モジュールの識別子を含む許可要求を取得するステップと、
　（ｂ）前記サーバコンピューティングデバイスが、前記クライアントコンピューティン
グデバイスが特定のターゲットグループに関連付けられているかどうかを判定するステッ
プであって、前記クライアント許可モジュールが、前記クライアントコンピューティング
デバイスが前記特定のターゲットグループに関連付けられていることを示すとき、前記ク
ライアントコンピューティングデバイスは、前記特定のターゲットグループに関連付けら
れていると判定されるステップと、
　（ｃ）前記クライアントコンピューティングデバイスが前記特定のターゲットグループ
に関連付けられていると判定された場合に、前記サーバコンピューティングデバイスが、
前記クライアントコンピューティングデバイスに前記特定のターゲットグループを識別す
るサーバクッキーを送信するステップと、
　（ｄ）前記サーバコンピューティングデバイスが、前記クライアントコンピューティン
グデバイスから、前記サーバコンピューティングデバイス上に記憶されている少なくとも
１つのソフトウェアアップデートを求める要求を受信するステップであって、前記要求は
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、前記サーバクッキーを含み、前記要求は、前記クライアントコンピューティングデバイ
スがインストール済みのソフトウェアアップデートを記憶しているときは、該インストー
ル済みのソフトウェアアップデートの識別子をさらに含み、前記クライアントコンピュー
ティングデバイスが失敗したソフトウェアアップデートを記憶しているときは、該失敗し
たソフトウェアアップデートの識別子をさらに含む、ステップと、
　（ｅ）前記少なくとも１つのソフトウェアアップデートを求める前記要求を受信したこ
とに応答して、前記サーバコンピューティングデバイスが、該サーバコンピューティング
デバイスが記憶している複数のソフトウェアアップデートのうち、前記サーバクッキーで
識別される前記特定のターゲットグループに関連するソフトウェアアップデートを決定す
るステップであって、前記複数のソフトウェアアップデートはそれぞれ、該ソフトウェア
アップデートをインストールするための少なくとも１つの条件を定義する適用規則と、該
ソフトウェアアップデートをインストールする前に別のソフトウェアアップデートをイン
ストールする必要があるときに該別のソフトウェアアップデートを識別する前提条件と、
該ソフトウェアアップデートをインストールした後にさらにインストールすべき追加のソ
フトウェアアップデートがあるかどうかを示すコードとを含む命令コンポーネントを含む
、ステップと、
　（ｆ）前記サーバコンピューティングデバイスが、前記複数のソフトウェアアップデー
トのうち前記特定のターゲットグループに関連すると決定されたソフトウェアアップデー
トから、前記クライアントコンピューティングデバイスに提供するためのソフトウェアア
ップデートを選択し、該選択されたソフトウェアアップデートの前記命令コンポーネント
を、前記クライアントコンピューティングデバイスに送信するステップであって、前記要
求が、少なくとも１つのインストール済みのソフトウェアアップデートの識別子を含まな
いとき、前記前提条件を含まない前記命令コンポーネントを有するソフトウェアアップデ
ートを、前記クライアントコンピューティングデバイスに提供するためのソフトウェアア
ップデートとして選択し、前記要求が、少なくとも１つのインストール済みのソフトウェ
アアップデートの識別子を含むとき、該少なくとも１つのインストール済みのソフトウェ
アアップデートの識別子に基づいて前記クライアントコンピューティングデバイスが各前
提条件で示される前記別のソフトウェアアップデートを記憶していると判断したときに、
該前提条件を含む前記命令コンポーネントを有するソフトウェアアップデートを、前記ク
ライアントコンピューティングデバイスに提供するためのソフトウェアアップデートとし
て選択する、ステップと、
　（ｇ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記選択されたソフトウェア
アップデートの前記命令コンポーネントを処理して、前記命令コンポーネント内の前記適
用規則によって定義される前記条件を満たすかどうか判断し、前記クライアントコンピュ
ーティングデバイスが前記条件を満たさないとき、該条件を有する命令コンポーネントを
、失敗したソフトウェアアップデートとして記憶するステップと、
　（ｈ）前記クライアントコンピューティングデバイスが前記条件を満たすとき、前記命
令コンポーネントの前記コードが、前記追加のソフトウェアアップデートがあることを示
しているかどうかを判断するステップと、
　（ｉ）前記命令コンポーネントの前記コードが前記追加のソフトウェアアップデートが
ないことを示している場合に、前記サーバコンピューティングデバイスが、前記クライア
ントコンピューティングデバイスから前記選択されたソフトウェアアップデートの局所的
データコンポーネントを求める要求を受信したとき、前記選択されたソフトウェアアップ
デートの局所的データコンポーネントを、前記クライアントコンピューティングデバイス
に送信するステップであって、前記局所的データコンポーネントは、前記選択されたソフ
トウェアアップデートの特徴と利点を記述する情報、および前記選択されたソフトウェア
アップデートのインストールに関するテキストを含む、ステップと
　（ｊ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記選択されたソフトウェア
アップデートの特徴と利点を記述する前記情報を、前記テキストに応じたメッセージとと
もにディスプレイに表示することにより、前記選択されたソフトウェアアップデートが前
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記クライアントコンピューティングデバイスにインストール可能であることをユーザに通
知するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記許可要求は、以前に記憶されたサーバクッキーのデータを含み、前記サーバコンピ
ューティングデバイスが前記クライアントコンピューティングデバイスに送信する前記サ
ーバクッキーは、前記以前に記憶されたサーバクッキーの前記データを含むことを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記サーバコンピューティングデバイスのサーバ許可モジュールが、前記クライアント
許可モジュールによって識別される前記特定のターゲットグループと同じターゲットグル
ープを識別するとき、前記クライアントコンピューティングデバイスは、前記特定のター
ゲットグループに関連付けられていると判定されることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項４】
　前記サーバクッキーは、有効期限時間を含み、
　前記方法は、前記サーバクッキーの前記有効期限時間が経過しているかどうかを判定す
るステップをさらに含み、
　前記サーバコンピューティングデバイスが、前記選択されたソフトウェアアップデート
の前記命令コンポーネントを前記クライアントコンピューティングデバイスに送信するス
テップは、前記サーバクッキーの前記有効期限時間が経過していないと判定されたときに
のみ実行されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記サーバクッキーは、クリアテキストフォーマットおよび暗号化されたフォーマット
で前記有効期限時間を記憶し、前記サーバクッキーは、少なくとも１つのターゲットグル
ープを識別する暗号化されたデータを含み、前記方法は、
　前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記サーバクッキーから前記クリア
テキストフォーマットで記憶された前記有効期限時間を取得するステップと、
　前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記有効期限時間が経過していない
かどうかを判定するステップと、
　前記有効期限時間が経過していないと判定された場合に、前記クライアントコンピュー
ティングデバイスが、前記サーバクッキーを前記少なくとも１つのソフトウェアアップデ
ートを求める前記要求によって前記サーバコンピューティングデバイスに送信するステッ
プと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記クライアント許可モジュールは、ソフトウェアアプリケーションのインストレーシ
ョン中に前記クライアントコンピューティングデバイス上に記憶されることを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記クライアント許可モジュールは、ソフトウェアアプリケーションのアップデートプ
ロセス中に前記クライアントコンピューティングデバイス上に記憶されることを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記サーバ許可モジュールは、前記ソフトウェアアップデートサービスから動的に追加
または除去するように構成されるソフトウェアプラグインであることを特徴とする請求項
１に記載の方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのソフトウェアアップデートを求める前記要求は、前記クライアン
トコンピューティングデバイス上で実行される自動アップデートプログラムモジュールか
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ら生成されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのソフトウェアアップデートを求める前記要求は、手動アップデー
トを要求するユーザによって引き起こされることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　サーバコンピューティングデバイスからクライアントコンピューティングデバイスにソ
フトウェアアップデートを送信するための方法であって、
　（ａ）前記サーバコンピューティングデバイスが、前記クライアントコンピューティン
グデバイスが特定のターゲットグループに関連付けられているかどうかを判定するステッ
プであって、前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記クライアントコンピ
ューティングデバイスが前記特定のターゲットグループに関連付けられていることを示す
クライアント許可モジュールを含むとき、前記クライアントコンピューティングデバイス
は、前記特定のターゲットグループに関連付けられていると判定されるステップと、
　（ｂ）前記クライアントコンピューティングデバイスが前記特定のターゲットグループ
に関連付けられていると判定された場合に、前記サーバコンピューティングデバイスが、
前記クライアントコンピューティングデバイスに前記特定のターゲットグループを識別す
るサーバクッキーを送信するステップと、
　（ｃ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記サーバコンピューティン
グデバイスに、前記サーバコンピューティングデバイス上に記憶されている少なくとも１
つのソフトウェアアップデートを求める要求を送信するステップであって、前記要求は、
前記サーバクッキーを含み、前記要求は、前記クライアントコンピューティングデバイス
が失敗したソフトウェアアップデートを記憶しているとき、該失敗したソフトウェアアッ
プデートの識別子をさらに含む、ステップと、
　（ｄ）前記少なくとも１つのソフトウェアアップデートを求める前記要求を受信したこ
とに応答して、前記サーバコンピューティングデバイスが、該サーバコンピューティング
デバイスが記憶している複数のソフトウェアアップデートのうち、前記サーバクッキーで
識別される前記特定のターゲットグループに関連するソフトウェアアップデートを決定す
るステップであって、前記複数のソフトウェアアップデートはそれぞれ、該ソフトウェア
アップデートをインストールするための少なくとも１つの条件を定義する適用規則と、該
ソフトウェアアップデートをインストールする前に別のソフトウェアアップデートをイン
ストールする必要があるときに該別のソフトウェアアップデートを識別する前提条件と、
該ソフトウェアアップデートをインストールした後にさらにインストールすべき追加のソ
フトウェアアップデートがあるかどうかを示すコードとを含む命令コンポーネントを含む
、ステップと、
　（ｅ）前記サーバコンピューティングデバイスが、前記複数のソフトウェアアップデー
トのうち前記特定のターゲットグループに関連すると決定されたソフトウェアアップデー
トから、前記クライアントコンピューティングデバイスに提供するためのソフトウェアア
ップデートを選択し、該選択されたソフトウェアアップデートの前記命令コンポーネント
を前記クライアントコンピューティングデバイスに送信するステップであって、前記要求
が少なくとも１つのインストール済みのソフトウェアアップデートの識別子を含まないと
きは、前記前提条件を含まない前記命令コンポーネントを有するソフトウェアアップデー
トを前記クライアントコンピューティングデバイスに提供するためのソフトウェアアップ
デートとして選択し、前記要求が少なくとも１つのインストール済みのソフトウェアアッ
プデートの識別子を含むとき、該少なくとも１つのインストール済みのソフトウェアアッ
プデートの識別子に基づいて前記クライアントコンピューティングデバイスが各前提条件
で示される前記別のソフトウェアアップデートを記憶していると判断したときに、該前提
条件を含む前記命令コンポーネントを有するソフトウェアアップデートを前記クライアン
トコンピューティングデバイスに提供するためのソフトウェアアップデートとして選択す
る、ステップと、
　（ｆ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記選択されたソフトウェア
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アップデートの前記命令コンポーネントを処理して、前記命令コンポーネント内の前記適
用規則によって定義される前記条件を満たすかどうか判断し、前記クライアントコンピュ
ーティングデバイスが前記条件を満たさないとき、該条件を有する命令コンポーネントを
、失敗したソフトウェアアップデートとして記憶するステップと、
　（ｇ）前記クライアントコンピューティングデバイスが前記条件を満たすとき、前記命
令コンポーネントの前記コードが、前記追加のソフトウェアアップデートがあることを示
しているかどうかを判断するステップと、
　（ｈ）前記命令コンポーネントの前記コードが前記追加のソフトウェアアップデートが
ないことを示しているとき、前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記選択
されたソフトウェアアップデートの局所的データコンポーネントを、前記サーバコンピュ
ーティングデバイスに要求するステップと、
　（ｉ）前記サーバコンピューティングデバイスが、前記選択されたソフトウェアアップ
デートの局所的データコンポーネントを前記クライアントコンピューティングデバイスに
送信するステップであって、前記局所的データコンポーネントは、前記選択されたデータ
ソフトウェアアップデートの特徴と利点を記述する情報、および前記選択されたソフトウ
ェアアップデートのインストールに関するテキストを含む、ステップと
　（ｊ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記選択されたソフトウェア
アップデートの特徴と利点を記述する前記情報を、前記テキストに応じたメッセージとと
もにディスプレイに表示することにより、前記選択されたソフトウェアアップデートが前
記クライアントコンピューティングデバイスにインストール可能であることをユーザに通
知するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記サーバコンピューティングデバイスが、前記クライアントコンピューティングデバ
イスから前記クライアントコンピューティングデバイスに含まれる前記クライアント許可
モジュールの識別子を含む許可要求を取得するステップをさらに含むことを特徴とする請
求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記サーバクッキーは、有効期限時間を含み、
　前記方法は、前記サーバクッキーの前記有効期限時間が経過しているかどうかを判定す
るステップをさらに含み、
　前記サーバコンピューティングデバイスが、前記選択されたソフトウェアアップデート
の前記命令コンポーネントを前記クライアントコンピューティングデバイスに送信するス
テップは、前記サーバクッキーの前記有効期限時間が経過していないと判定されたときに
のみ実行されることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記サーバクッキーは、クリアテキストフォーマットおよび暗号化されたフォーマット
で前記有効期限時間を記憶し、前記サーバクッキーは、少なくとも１つのターゲットグル
ープを識別する暗号化されたデータを含み、前記方法は、
　前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記サーバクッキーから前記クリア
テキストフォーマットで記憶された前記有効期限時間を取得するステップと、
　前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記有効期限時間が経過していない
かどうかを判定するステップと、
　前記有効期限時間が経過していないと判定された場合に、前記クライアントコンピュー
ティングデバイスが、前記サーバクッキーを前記少なくとも１つのソフトウェアアップデ
ートを求める前記要求によって前記サーバコンピューティングデバイスに送信するステッ
プと
　をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　クライアントコンピューティングデバイスとサーバコンピューティングデバイスとの間
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で通信する方法であって、
　（ａ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記サーバコンピューティン
グデバイスに、前記クライアントコンピューティングデバイスが属するターゲットグルー
プを識別するクライアント許可モジュールの識別子を含む許可要求を発行するステップと
、
　（ｂ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記サーバコンピューティン
グデバイスから前記ターゲットグループを識別するサーバクッキーを受信するステップと
、
　（ｃ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記サーバコンピューティン
グデバイスに、ソフトウェアアップデートを求めるアップデート要求を発行するステップ
であって、前記アップデート要求は、前記サーバクッキーを含む、ステップと、
　（ｄ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記ターゲットグループに関
連付けられた少なくとも１つのソフトウェアアップデートの命令コンポーネントを受信す
るステップであって、各命令コンポーネントは、該命令コンポーネントに対応するソフト
ウェアアップデートを前記クライアントコンピューティングデバイスがインストールする
ための条件を定義する少なくとも１つの適用規則を含む、ステップと、
　（ｅ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記少なくとも１つのソフト
ウェアアップデートのうち、前記命令コンポーネント内の前記少なくとも１つの適用規則
によって定義される前記条件を満たすと判断した特定のソフトウェアアップデートの局所
的データコンポーネントを、前記サーバコンピューティングデバイスに要求するステップ
と、
　（ｆ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記サーバコンピューティン
グデバイスから前記特定のソフトウェアアップデートの前記局所的データコンポーネント
を受信するステップであって、前記局所的データコンポーネントは、前記特定のソフトウ
ェアアップデートの特徴と利点を記述する情報、および前記特定のソフトウェアアップデ
ートのインストールに関するテキストを含む、ステップと、
　（ｇ）前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記特定のソフトウェアアッ
プデートの特徴と利点を記述する前記情報を、前記テキストに応じたメッセージとともに
ディスプレイに表示することにより、前記特定のソフトウェアアップデートが前記クライ
アントコンピューティングデバイスにインストール可能であることをユーザに通知するス
テップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　前記許可要求は、以前に記憶されたサーバクッキーのデータを含み、前記サーバコンピ
ューティングデバイスによって発行された前記サーバクッキーは、前記以前に記憶された
サーバクッキーの前記データを含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記サーバコンピューティングデバイスのサーバ許可モジュールが、前記クライアント
許可モジュールの識別子によって識別される前記ターゲットグループと同じターゲットグ
ループを識別する場合に、前記クライアントコンピューティングデバイスが前記ターゲッ
トグループに関連すると判定されることを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記サーバクッキーは、有効期限時間を含み、
　前記少なくとも１つのソフトウェアアップデートの命令コンポーネントを受信するステ
ップは、前記アップデート要求内の前記サーバクッキーの前記有効期限時間が経過してい
ない場合にのみ前記少なくとも１つのソフトウェアアップデートの命令コンポーネントを
受信すること含むことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記サーバクッキーは、前記有効期限時間をクリアテキストフォーマットおよび暗号化
されたフォーマットで記憶し、前記サーバクッキーは、少なくとも１つのターゲットグル
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ープを識別する暗号化されたデータを含み、前記方法は、
　前記クライアントコンピューティングデバイスが、前記サーバクッキーから前記クリア
テキストフォーマットで記憶された前記有効期限時間を取得するステップをさらに含むこ
とを特徴とする請求項１８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ソフトウェアおよびコンピュータネットワークに関し、詳細には、本発明は
、ソフトウェアアップデートを管理し伝えるためのシステムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ほとんどの市販のソフトウェア製品は、継続的なリビジョンプロセスを受けて機能およ
び／またはファンクションを修復し、またはアップグレードする。ソフトウェア製品また
はソフトウェアコンポーネントの各リビジョンは、新しいファイルの追加および／または
既存ファイルを新しいバージョンのファイルと置換することを必要とすることもある。ベ
ンダが、ソフトウェア製品の問題を分離しその問題についての解決方法を作成した後に、
ベンダは、その解決方法をアップデート中へと修正し、このアップデートを顧客に広く使
用可能にしたいと望むはずである。ソフトウェアベンダは、ソフトウェアアップデートを
できる限り速やかに、また問題なく顧客に対して配信すべきビジネスインセンティブ（ｂ
ｕｓｉｎｅｓｓ　ｉｎｃｅｎｔｉｖｅ）を有する。
【０００３】
　インターネットは、顧客がソフトウェア製品についての最終アップデートを取得するた
めの重要なチャネルを提供する。インターネットの使用の爆発的な増加は、ソフトウェア
製品およびアップデートがオンラインでダウンロードするために提供されるという、顧客
による一般的な期待を生み出してきている。インターネットを使用してアップデートを配
信することを推進することは、それがソフトウェアベンダのコストを低減し、その修正版
がダウンロードのために使用可能になるとすぐに顧客が識別された問題についてのその修
正版を取得できるようになるので、ソフトウェアベンダのためにもなる。インターネット
上のこれらのベンダサイトは、あるアプリケーションについてのアップデートファイルを
見出し、その所在を突き止めることを非常に簡単にするように設計することが可能である
。ファイルダウンロードの技術的側面は、ユーザの観点からはほとんど見えなくなってし
まっており、今では一般にオペレーティングシステムによって処理される。
【０００４】
　従来のアプローチでは、ソフトウェアベンダは、ソフトウェアアップデートをダウンロ
ードのための「パッケージ」として構築する。このパッケージは、一般にその設定プログ
ラムおよび各製品アップデートファイルが、埋め込まれ、このパッケージをより小さなパ
ッケージにするために圧縮された自己展開（ｓｅｌｆ－ｅｘｔｒａｃｔｉｎｇ、自己解凍
）実行可能ファイルである。このパッケージのサイズは、一般に各変更ファイルの圧縮さ
れたサイズとその抽出コードそれ自体のサイズを加えた合計である。実行すると、このパ
ッケージは含まれている各ファイルを一時的なロケーションへと抽出し、次いでその設定
プログラムを開始して各ファイルをシステムディレクトリ中の適切なロケーションにイン
ストールする。圧縮形式で発送されたファイルは、ファイルがインストールされるときに
伸張される。同じロケーション中の同じ名前の既存ファイルはどれも、この置換ファイル
によって単に上書きされるはずである。
【０００５】
　インターネットがソフトウェアアップデートの広範で速やかな配信を可能にしているに
もかかわらず、ネットワーク伝送のその限られた帯域幅が問題を引き起こしてきている。
大規模な一般のソフトウェアアプリケーションが、アップデートのダウンロードサイズを
不当なほど大きくなるようにしてきている。通常は、製品の様々な問題についての多数の
修正が、１つのアップデート中にグループ化されることになる。ベンダが定期的にソフト
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ウェア製品をアップデートする場合、このアップデートパッケージのダウンロードサイズ
は、ユーザがすでに以前のアップデートからこれらのファイルを有しているという想定の
下ではこのベンダがファイルを省略することができないので、増大し続けることになる。
アップデートパッケージは、いくつかの全体ファイルを結合するので、たとえこれらのフ
ァイルが圧縮されている場合でさえ、非常に大きくなってしまうこともある。時には、最
高速のモデム接続上でさえ、このダウンロードの帯域幅効率は低下する。
【０００６】
　従来のダウンロードプロセスの時間を浪費する側面は、もちろん望ましくない。一部の
場合においては、顧客は、これらのファイルのダウンロード中に長距離料金または接続時
間料金を支払うこともある。接続時間のどのような短縮も、これらの顧客にとっての直接
的な金銭的コストを低下させることになる。ベンダには一般に、ベンダが提供するダウン
ロードのサイズに関連した何らかの区別できるコストがあり、したがって、サイズを低減
することは同様にベンダにとっても直接的な金銭的な利点をもたらす。ダウンロードのサ
イズを低減することは、その使用可能なネットワーク帯域幅を増大させることになり、ベ
ンダは、既存のネットワークサーバ装置を用いて、より多くの顧客を満足させることがで
きるようになる。
【０００７】
　大規模なアップデートをダウンロードするためにかかる長い時間は、様々なネットワー
ク接続問題に対してこのダウンロードプロセスをよりぜい弱にもする。電話回線ノイズ、
キャッチホン信号、および意図的ではないコマンドを含めて、インターネットセッション
が時期尚早にも切断されてしまう可能性がある理由がいくつかある。一部のインターネッ
トサービスプロバイダは、接続時間制限を強制し、ユーザが単一セッション中でオンライ
ンとなることができる時間長が制限される。ネットワーク接続が遮断される場合にそのユ
ーザが大規模なファイルをダウンロードしている場合には、ユーザは、初めからやり直す
必要があり得る。ほとんどの一般のオペレーティングシステムおよびファイル転送プロト
コルでは、このファイル転送を再開できるようにはなっておらず、したがって、任意の中
間的進捗状況が失われてしまうはずであり、この転送は再開される必要がある。エラーの
可能性は非常に多いので、多くのユーザには、オンラインでそのアップデートを取得する
ことがほとんど不可能であることが分かる。アップデートパッケージのサイズがあまりに
も大きすぎる場合には、ユーザが、アップデートパッケージを完全にダウンロードするこ
とが決してできないこともある。
【０００８】
　ソフトウェアアップデートのサイズを低減させ、帯域幅効率を増大させる１つの試みが
、デルタパッチ（ｄｅｌｔａ　ｐａｔｃｈ）またはバイナリパッチ（ｂｉｎａｒｙ　ｐａ
ｔｃｈ）の使用に関する。デルタパッチが、コンピューティングデバイスによって実行さ
れる場合に既存のファイルを修正する専用ソフトウェアコードに対応することが当業者に
は理解されよう。このデルタパッチが専用ソフトウェアコードを含むので、一意のデルタ
パッチは、ファイルの一意のバージョンごとに必要とされる。ソフトウェアアップデート
に適用するときに、ソフトウェアアップデートサービス（ｓｏｆｔｗａｒｅ　ｕｐｄａｔ
ｅ　ｓｅｒｖｉｃｅ）は、完全なアップデートされたファイルを伝送する代わりに、より
小さなサイズのアップデートデルタパッチを伝送することができる。次いでこのアップデ
ートされたデルタパッチを利用してこの既存のファイルを修正してそのアップデートされ
たファイルにする。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　このアップデートデルタパッチは、ファイルをアップデートするために必要とされるデ
ータ量を潜在的に減少させる可能性があるが、デルタパッチング（ｄｅｌｔａ　ｐａｔｃ
ｈｉｎｇ）に対する現行のアプローチは、ファイルの多数のバージョンが存在する状況に
おいて、適用可能なデルタファイルの選択を管理する際に不十分である。一意のデルタパ
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ッチがファイルのバージョンごとに必要とされるので、典型的なソフトウェアアップデー
トシステムではしばしば、ファイルの一意の各バージョンに対応する、たとえ数千でない
としても数百の一意のデルタパッチを必要とする可能性がある。１つのアプローチでは、
デルタパッチングをサポートする一部のアップデートサービスは、すべての可能性のある
デルタパッチをクライアントコンピューティングデバイス（ｃｌｉｅｎｔ　ｃｏｍｐｕｔ
ｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅ）に対して伝送する。しかし、このアプローチでは、一般に可能性
のあるアップデートデルタパッチの数が増すにつれて、このソフトウェアアップデートを
実施するために必要とされるデータ量が増大する。したがって、適用可能な可能性のある
デルタパッチ数は、その完全なアップデートされたファイルと同じサイズへと速やかに増
大してしまう可能性がある。別のアプローチでは、ネットワーク化されたアップデートソ
フトウェアサービスが、クライアントマシンをスキャンしてクライアントマシンごとにど
のデルタパッチが適用可能となり得るかを選択する。これによって伝送されるデルタパッ
チ情報量が減少するが、このアプローチは、そのクライアントマシンをスキャンし適用可
能なデルタパッチを選択するための、このソフトウェアアップデートサービス上の追加の
ロジックを必要とする。この追加のロジックの使用は、このサービスが提供する必要があ
るそのシステムリソースを増大させる。さらに、このアプローチは一般に、従来のウェブ
サーバが一般に実現するなどのネットワークキャッシング（ｎｅｔｗｏｒｋ　ｃａｃｈｉ
ｎｇ）の利用を妨げる。
【００１０】
　前述の短所に加えて、既存のシステムでは、ハードウェアドライバなど、ある種のタイ
プのソフトウェアアップデートを配信することができない。当技術分野において知られて
いるように、ハードウェアドライバに適用されるアップデートなど専用化されたソフトウ
ェアアップデートは、ほとんどの専用化されたソフトウェアアップデートが特定のハード
ウェアを有するクライアントコンピュータ上でしか機能しないことになるので、大規模配
信でユーザに提供することが困難である。ほとんどの場合において、例えばクライアント
コンピュータが互換性のないハードウェアドライバのアップグレードを取得する場合には
、このドライバアップグレードのインストレーションは、致命的なエラーを引き起こすこ
ともあり、あるいはそのコンピュータが動作しないようにさえすることもある。
【００１１】
　前述のことから簡単に理解されるように、サーバといくつかのクライアントの間でソフ
トウェアアップデートの改善された通信を有するシステムおよび方法が必要になっている
。さらに、専用化されたアップデートを配信する場合に、アップデートサービスが特定の
タイプのクライアントをターゲットにすることを可能にする改善されたメカニズムを有す
るソフトウェアアップデートのシステムおよび方法が必要になっている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、ソフトウェアアップデートを管理するためのシステムおよび方法を対象とし
ている。より詳細には、本発明は、このソフトウェアアップデートを選択し実施するため
に必要とされる帯域幅および処理リソースを最小にしながらソフトウェアアップデートの
選択および実施を実行するためのシステムおよび方法を対象としている。本発明の一態様
によれば、ソフトウェアアップデートを処理するためのシステムおよびコンポーネントア
ーキテクチャが提供される。
【００１３】
　本発明の一態様によれば、ソフトウェアアップデートサービスからクライアントコンピ
ューティングデバイスへとソフトウェアアップデートを伝えるための方法が提供される。
この方法は、ソフトウェアアップデートサービスと通信するクライアントコンピューティ
ングデバイスを含むコンピュータシステムにおいて実施することができる。この方法によ
れば、ソフトウェアアップデートサービスは、クライアントコンピューティングデバイス
からの同期化要求を取得する。この同期化要求は、クライアントコンピューティングデバ
イスが、このインストール済みのソフトウェアアップデートを記憶する場合に、インスト
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ール済みのソフトウェアアップデートの識別子を含んでいる。このソフトウェアアップデ
ートサービスは、この同期化要求が、少なくとも１つのインストール済みのソフトウェア
アップデートの識別子を含むかどうかを判定する。このソフトウェアアップデートサービ
スが、この同期化要求が少なくとも１つのインストール済みのソフトウェアアップデート
の識別子を含むと判定した場合、このソフトウェアアップデートサービスは、このクライ
アントコンピューティングデバイスに伝えるための追加のソフトウェアアップデートを選
択する。この追加のソフトウェアアップデートの選択は、この追加のソフトウェアアップ
デート中で定義される前提条件の満足に依存しており、ここで、この前提条件は、同期化
要求が少なくとも１つのインストール済みのソフトウェアアップデートについての識別子
を含んでいることを必要とする。代わりに、このソフトウェアアップデートサービスが、
この同期化要求が少なくとも１つのインストール済みのソフトウェアアップデートの識別
子を含んでいないと判定した場合には、このソフトウェアアップデートサービスは、この
クライアントコンピューティングデバイスに伝えるための、前提条件を含まない第１のレ
ベルのソフトウェアアップデートを選択する。次いで、このソフトウェアアップデートサ
ービスは、このソフトウェアアップデートサービスからこのクライアントコンピューティ
ングデバイスへとこの選択されたソフトウェアアップデートの命令コンポーネントを伝え
る。このクライアントコンピューティングデバイスが、この選択されたソフトウェアアッ
プデートに記憶される適用規則の条件を満たす少なくとも１つのコンポーネントを含む場
合には、次いでこのソフトウェアアップデートサービスは、このクライアントコンピュー
ティングデバイス中のこの選択されたソフトウェアアップデートの命令コンポーネントを
インストール済みのソフトウェアアップデートとして記憶する。
【００１４】
　本発明の別の態様によれば、ソフトウェアアップデートサービスからクライアントコン
ピューティングデバイスへとソフトウェアアップデートを伝えるための方法が提供される
。この方法は、ソフトウェアアップデートサービスと通信するクライアントコンピューテ
ィングデバイスを含むコンピュータシステムにおいて実施することができる。この方法に
よれば、ソフトウェアアップデートサービスは、このクライアントコンピューティングデ
バイスからの許可要求を取得する。この許可要求は、このクライアントコンピューティン
グデバイス上に記憶されるクライアント許可モジュールの識別子を含んでいる。このソフ
トウェアアップデートサービスは、このクライアントコンピューティングデバイスが、タ
ーゲットグループに関連するかどうかを判定する。このクライアント許可モジュールが、
このクライアントコンピューティングデバイスがそのターゲットグループに関連すること
を示す場合、このソフトウェアアップデートサービスは、このクライアントコンピューテ
ィングデバイスがそのターゲットグループに関連すると判定する。このクライアントコン
ピューティングデバイスがターゲットグループに関連すると判定された場合には、このソ
フトウェアアップデートサービスは、このソフトウェアアップデートサービスからこのク
ライアントコンピューティングデバイスへとそのターゲットグループを識別するサーバク
ッキーを伝える。このソフトウェアアップデートサービスは、このソフトウェアアップデ
ートサービス上に記憶される少なくとも１つのソフトウェアアップデートを求める要求を
取得し、この要求はこのサーバクッキーを含んでいる。この要求を取得することに応答し
て、このソフトウェアアップデートサービスは、ソフトウェアアップデートがこのサーバ
クッキー中で識別されるターゲットグループに関連するかどうかを判定する。さらに、こ
のソフトウェアアップデートサービスが、このソフトウェアアップデートがこのサーバク
ッキー中で識別されるターゲットグループに関連すると判定した場合には、このソフトウ
ェアアップデートサービスは、このソフトウェアアップデートサービスからこのクライア
ントコンピューティングデバイスへとこのソフトウェアアップデートを伝える。
【００１５】
　本発明のさらなる態様によれば、サーバからクライアントコンピューティングデバイス
へとデータ構造を伝えるための方法が提供される。この方法は、サーバと通信するクライ
アントコンピューティングデバイスを含むコンピュータシステムにおいて実施することが
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できる。この方法によれば、このクライアントコンピューティングデバイスが、このクラ
イアントコンピューティングデバイスがターゲットグループに関連することを示す許可モ
ジュールを含む場合に、ソフトウェアアップデートサービスは、このクライアントコンピ
ューティングデバイスが、そのターゲットグループに関連するかどうかを判定する。この
クライアントコンピューティングデバイスがそのターゲットグループに関連すると判定さ
れた場合、このソフトウェアアップデートサービスは、このサーバからこのクライアント
コンピューティングデバイスへとサーバクッキーを伝える。このサーバクッキーは、その
ターゲットグループを識別する。このソフトウェアアップデートサービスは、このサーバ
上で記憶される少なくとも１つのデータ構造を求める要求を取得する。この要求は、この
サーバクッキーを含んでいる。この要求を取得することに応答して、このソフトウェアア
ップデートサービスは、データ構造がこのサーバクッキー中で識別されるそのターゲット
グループに関連するかどうかを判定する。このソフトウェアアップデートサービスが、こ
のデータ構造がこのサーバクッキー中で識別されるそのターゲットグループに関連すると
判定した場合には、このソフトウェアアップデートサービスは、このサーバからこのクラ
イアントコンピューティングデバイスへとこのデータ構造を伝える。
【００１６】
　本発明の前述の態様およびその多くの付随する利点については、以下の詳細なる説明を
添付図面と併せて参照することによってさらに良く理解が進むにつれて、さらに簡単に認
識されよう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　一般的に説明すると、本発明は、ソフトウェアアップデートを管理するためのシステム
および方法を対象としている。より詳細には、本発明は、ソフトウェアアップデートを選
択し実施するために必要とされる帯域幅および処理リソースを最小にしながら、ソフトウ
ェアアップデートの選択と実施を実行するためのシステムおよび方法を対象としている。
本発明によれば、ソフトウェアアップデートは、特定のソフトウェアアプリケーションま
たはオペレーティングシステムについてのアップデートに対応することが可能である。さ
らに、ソフトウェアアップデートは、ソフトウェアドライバ、またはシステムＢＩＯＳな
どのファームウェアへのアップデートを含むこともできる。本発明の一態様によれば、こ
れらのソフトウェアアップデートを処理するためのシステムおよびコンポーネントアーキ
テクチャが提供される。本発明の別の態様によれば、クライアントマシンのアップデート
サービスとの許可および同期化を実施するためのアップデートプロトコルおよびインター
フェースが提供される。本発明のさらなる態様によれば、インストレーションコンポーネ
ント、およびデルタパッチを利用した様々なインストール済みのファイルをアップデート
するための方法が提供される。しかし、本発明の追加の態様を本出願において提供するこ
ともできることが当業者には理解されよう。さらに、各識別された態様は、個別に、ある
いは共通の発明態様の一部分として考えることができることが、当業者には理解されよう
。
【００１８】
　図１のソフトウェアアップデートシステム１００は、本発明によるソフトウェアアップ
デートシステム１００を示すブロック図である。一般的に説明すると、このソフトウェア
アップデートシステム１００は、１つまたは複数のクライアントコンピューティングデバ
イス１１０、アップデートサービス１２０、および外部アップデートプロバイダ１３０を
含むことができる。一般的に説明すると、このアップデートサービス１２０は、このクラ
イアントコンピューティングデバイス１１０に伝えられそこでインストールされるソフト
ウェアアップデートの配信を記憶し管理する。このソフトウェアアップデートは、このア
ップデートサービス１２０によって、あるいは任意の数の外部アップデートプロバイダ１
３０によって提供することができる。
【００１９】
　このクライアントコンピューティングデバイス１１０と、このアップデートサービス１
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２０と、この外部アップデートプロバイダ１３０は、ネットワーク１０１を介して電子的
に通信する。このネットワークは、ＬＡＮ（ローカルエリアネットワーク）、またはＷＡ
Ｎ（ワイドエリアネットワーク）やインターネットなどのより大規模なネットワークでも
よい。一般的に知られているソフトウェアを使用することにより、ソフトウェアアップデ
ートシステム１００は、クライアントコンピューティングデバイス１１０とこのアップデ
ートサービス１２０のサーバ１２１、１２２、１２３および１２４との間でドキュメント
、コマンド、および他の知られているタイプの情報を交換するように構成することができ
る。当業者には理解されるように、図１に示すソフトウェアアップデートシステム１００
は、本発明を実施するための１つの適切なシステムの簡略化された実施例であり、本発明
は、この実施例だけには限定されない。
【００２０】
　以下にさらに詳細に説明するように、一実施形態のアップデートサービス１２０は、い
くつかのサーバを備えている。図１に示すように、このアップデートサービス１２０は、
このアップデートサービス１２０のこれら全部のプロセスを管理し、このアップデートサ
ービス１２０のサーバ１２１、１２２、１２３および１２４のプロセスを調整するための
アップデートサーバ１２１を含んでいる。許可サーバ１２２は、クライアントが要求する
ときに許可クッキーを生成し、次にこの許可クッキーを使用してサーバクッキーを生成し
、このサーバクッキーは、クライアントコンピュータがこのアップデートサービス１２０
によって生成されるアップデートにアクセスすることができるようにする。メタデータサ
ーバ１２３は、アップデートサービス１２０が提供するこれらのアップデートに関する一
般的な情報を提供する。このメタデータサーバ１２３は、本発明のシステムが特定のタイ
プのクライアントコンピュータまたは特定のグループのクライアントコンピュータについ
ての特定のアップデートを識別することができるようにする。ダウンロードサーバ１２４
は、アップデートサービス１２０が提供するソフトウェアアップデートに関連するデータ
ファイルを配信するための１つまたは複数のソフトウェアコンポーネントを提供する。
【００２１】
　外部アップデートプロバイダ１３０は、ソフトウェアアップデートを配信する１つまた
は複数のサーバを含むことができる。外部アップデートプロバイダ１３０は、ソフトウェ
ア、ソフトウェアアップデート、またはクライアントコンピュータのグループに対して配
信すべき他のデータを提供するエンティティに関連づけることができる。例えば、外部ア
ップデートプロバイダ１３０は、このアップデートサービス１２０を使用して１つまたは
複数のソフトウェアアプリケーションについてのアップデートを配信したいと希望するサ
ードパーティソフトウェア開発業者に関連づけることができる。別の実施例では、外部ア
ップデートプロバイダ１３０は、ソフトウェアアップデートシステム１２０に関連づける
こともできる。
【００２２】
　クライアントコンピューティングデバイス１１０は、ソフトウェアアプリケーション１
１４を記憶し実行するどのようなコンピューティングデバイスとすることもできる。この
クライアントコンピューティングデバイス１１０は、それだけには限定されないが、ＰＣ
（パーソナルコンピュータ）、ＰＤＡ（携帯型個人情報端末）、移動電話、２方向ページ
ャなどを含めていくつかの異なるコンピュータ製品のうちのどの１つからでも形成するこ
とができる。当業者または他の人々に理解されるように、このクライアントコンピューテ
ィングデバイス１１０のアーキテクチャは適切な任意の形態を取ることができる。例えば
、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、ネットワーク１０１との通信を提
供するためのネットワークインターフェースを含むことができる。このネットワークイン
ターフェースは、有線または無線の任意のネットワーク接続と共に使用するように構成す
ることができ、ＴＣＰ／ＩＰプロトコルなど適切な任意の通信プロトコルを用いて使用す
ることができる。さらに、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、処理ユニ
ット、ディスプレイ、およびメモリユニットを含むことができる。このメモリユニットは
、オペレーティングシステム１１６などのクライアントコンピューティングデバイス１１
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０を動作させるために必要なプログラムコードを記憶することができる。さらに、このメ
モリユニットは、本発明のプロセスを制御し実行するためのアップデート管理コンポーネ
ント１１２を記憶する。
【００２３】
　このソフトウェアアップデートシステム１００は、実行される場合に、本発明を実施す
るソフトウェアプログラムを記憶する。実行される場合に、このソフトウェアアップデー
トシステム１００は、ソフトウェアアップデートを記憶し管理し選択的に伝える。以下で
さらに十分に説明するように、多くの他の利点のうちでもとりわけ、本発明は、ソフトウ
ェアアップデートを受信する資格を有するターゲットグループのクライアントコンピュー
ティングデバイスを定義し選択するメカニズムを提供している。本発明は、ソフトウェア
アップデートに関連するデータファイルをダウンロードするための改善されたメカニズム
も提供している。
【００２４】
　本発明を例示する目的のために、本発明の動作する実施例の詳細な説明が提供される。
この動作する実施例を説明するに際して、ソフトウェアアプリケーションの特定のアップ
グレード、例えばメディアプレーヤバージョン６．０からメディアプレーヤバージョン７
．０のアップグレードを言及することができるソフトウェアアップデートに対して言及を
行う。当業者には理解されるように、かかるソフトウェアアップデートは、このソフトウ
ェアアップデートに関連するいくつかのデータファイルの通信およびインストレーション
を含むことができる。したがって、本発明を例示する目的では、ソフトウェアアップデー
トとソフトウェアアップデートを含む個別のデータファイルとの間で区別が行われる。
【００２５】
　次に図２～６を参照して、クライアントコンピューティングデバイス１１０上で１つま
たは複数のファイルをアップデートするためのソフトウェアアップデートシステム１００
のコンポーネント間の例示の相互作用について説明する。図２を参照すると、ソフトウェ
アアップデートサービスは、１つまたは複数の外部アップデートプロバイダ１３０による
ソフトウェアアップデート情報の伝送によって起動される。前述のように、外部アップデ
ートプロバイダ１３０は、ソフトウェアアップデートシステム１００に関連づけることが
できる。代わりに、ソフトウェアアップデート情報は、サードパーティの外部アップデー
トプロバイダ１３０が伝送することもできる。本発明の例示の一実施形態においては、こ
のソフトウェアアップデート情報は、ファイルをアップデートするために利用されるソフ
トウェアコード、ファイルを置換するために利用されるソフトウェアコード、このソフト
ウェアアップデートの適用性を決定するための様々な規則、および／またはこのソフトウ
ェアアップデートを記述するディスプレイ情報を含むことが可能である。このソフトウェ
アアップデート情報の送信は、いつでも終了することができ、他の例示したソフトウェア
アップデートコンポーネントの相互作用の開始と同時である必要はない。
【００２６】
　外部アップデートプロバイダ１３０からのソフトウェアアップデート情報を受信すると
、このアップデートサービス１２０は、１つまたは複数のデータを生成して、アップデー
ト情報の伝送を実施する。このデータは、ファイルの異なるバージョンをアップデートす
るための１組のソフトウェアデルタパッチに対応するパッチストレージファイル（ｐａｔ
ｃｈ　ｓｔｏｒａｇｅ　ｆｉｌｅ）を含むことができる。このデータはまた、このパッチ
ストレージファイル中で見出される対応するデルタ（ｄｅｌｔａ）に対して特定のファイ
ルバージョンをマッピングするインデックスに対応するパッチストレージマニフェスト（
ｐａｔｃｈ　ｓｔｏｒａｇｅ　ｍａｎｉｆｅｓｔ）を含むこともできる。このデータは、
以下にさらに非常に詳細に説明するように、このアップデートエージェント（ｕｐｄａｔ
ｅ　ａｇｅｎｔ）が特定のソフトウェアアップデートデータを要求しインストールするた
めに利用することになる情報に対応する自己展開ファイルをさらに含むことができる。パ
ッチストレージファイル、パッチストレージマニフェスト、および自己展開ファイルの生
成は、いつでも終了することができ他の例示したコンポーネントの相互作用と同時である



(14) JP 4914220 B2 2012.4.11

10

20

30

40

50

必要がないことが当業者には理解されよう。
【００２７】
　ソフトウェアアップデート情報のクライアントに対する伝送を起動するために、クライ
アントコンピューティングデバイス１１０は、このアップデートサービス１２０に対して
認証要求を起動する。本発明の例示の一実施形態においては、この認証要求は、クライア
ントコンピューティングデバイス１１０とアップデートサービス１２０の間のアップデー
トプロトコル相互作用に対応し、これについては、以下でさらに非常に詳細に説明するこ
とにする。この認証が完了すると、アップデートサービス１２０は、認証クッキーをクラ
イアントコンピューティングデバイス１１０に送信する。次に図３を参照すると、この認
証済みのクライアントコンピューティングデバイス１２０は、次いでこの使用可能なアッ
プデートのアップデートサーバ１２０との同期化を起動する。本発明の例示の一実施形態
においては、この同期化要求は、クライアントコンピューティングデバイス１１０とアッ
プデートサービス１２０との間のアップデートプロトコル相互作用にも対応し、これにつ
いては、以下でさらに非常に詳細に説明することにする。この同期化が完了すると、クラ
イアントコンピューティングデバイス１１０は、すべての適用可能なソフトウェアアップ
デートの情報、およびこのアップデートを記述する情報を受信する。しかし、本発明の例
示の一実施形態においては、このアップデートをインスタンス化するソフトウェアコード
は、ダウンロードされていない。
【００２８】
　続けて図３を参照すると、このアップデートプロセス中のある時点で、インストールす
べきアップデートの選択が受信される。本発明の例示の一実施形態においては、ユーザが
、同期化中に受信するソフトウェアアップデート情報を提示され、適切なアップデートを
選択するように求められることもある。代わりに、クライアントコンピューティングデバ
イス１１０が、すべての適用可能なソフトウェアアップデートを自動的に選択するように
構成することもできる。さらに、クライアントコンピューティングデバイス１１０が、使
用可能なソフトウェアアップデートのサブセットを自動的に選択することができるように
する何らかの規則を有することもある。さらにまた、ユーザが、インターネットのウェブ
ページを介するなどアップデートサービス１２０と通信することによってアップデートの
選択を開始することもできる。
【００２９】
　次に図４を参照すると、アップデートエージェントがまだ存在していない場合、アップ
デート管理コンポーネント１１２は、クライアントコンピューティングデバイス１１０上
でアップデートエージェント１１８をインスタンス化する。次いでアップデートエージェ
ント１１８は、自己展開ファイルなどのソフトウェアアップデート情報パッケージの伝送
を要求する。このアップデートエージェント１１８は、この自己展開ファイルを受信し、
以下で説明するようにそのインストーラに対して任意のアップデートを実施する。さらに
、アップデートエージェント１１８は、アップデートサービス１２０から任意の欠損した
、または破損した情報を要求することができる。
【００３０】
　次に図５を参照すると、アップデートエージェント１１８が、そのソフトウェアアップ
デート情報パッケージを受信した後に、アップデートエージェント１１８は、クライアン
トコンピューティングデバイス１１０上でインストールされるファイルのインベントリを
実施する。このインベントリとそのソフトウェアアップデート情報パッケージの比較に基
づいて、アップデートエージェント１１８は、どのデルタパッチまたは他のアップデート
情報が、この選択されたアップデートを完了するために必要になるかを決定する。次いで
アップデートエージェント１１８は、特定のデルタアップデートを求める要求を伝送する
。本発明の一実施形態においては、ソフトウェアアップデートを求める要求は、直接ネッ
トワーク接続を介して伝送される直接要求に対応することもあり、これは手動アップデー
トと呼ばれることになる。本発明の別の実施形態においては、ソフトウェアアップデート
を求める要求は、顕在的なユーザアクションを必要とせずに伝送されるバックグラウンド
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要求である場合もある。この実施形態は、自動アップデートと呼ばれることになる。
【００３１】
　本発明の例示の一実施形態においては、このソフトウェアアップデートが、デルタパッ
チに対応する場合、アップデートエージェント１１８は、そのパッチストレージマニフェ
ストによって識別される特定のデルタパッチを識別する要求をアップデートサービス１２
０に対して伝送する。代わりに、デルタパッチが使用可能でない場合、またはいくつかの
デルタパッチが失敗している場合に、アップデートエージェント１１８は、フォールバッ
クプロシージャ（ｆａｌｌｂａｃｋ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）を起動することができる。こ
のフォールバックプロシージャは、そのパッチストレージファイルから全体のアップデー
トファイルの完全コピーの伝送を求める要求を含むことができる。このフォールバックプ
ロシージャはまた、自己完結型のパッケージから全体がアップデートされたファイルの完
全コピーの伝送を求める要求を含むこともできる。
【００３２】
　本発明の例示の一実施形態においては、アップデートサービス１２０のダウンロードサ
ーバ１２４は、アップデートエージェント１１８からのこのソフトウェアアップデート要
求を直接処理することができる。代わりに、この要求は、アップデートサービス１２０か
らのこの要求されたアップデートデルタパッチをいずれにしても受信している従来のウェ
ブサーバなど任意の数の追加の外部ダウンロードサーバによって処理することもできる。
例えば、ある会社では、内部サーバを利用してクライアントマシンをアップデートするこ
とができる。さらに、この要求は、以前の要求を処理する際にそのアップデートデルタパ
ッチの一部または全部がキャッシュされた外部ダウンロードサーバによって処理すること
もできる。したがって、この実施形態においては、このダウンロードは、「ＨＴＴＰ」（
ｈｙｐｅｒ　ｔｅｘｔ　ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｐｒｏｔｏｃｏｌハイパーテキスト転送プロ
トコル）データ要求をサービスすることが可能ないくつかの追加のダウンロードサーバに
分散することができる。
【００３３】
　図６を参照すると、このソフトウェアアップデート情報が受信された後に、アップデー
トエージェント１１８は、このデルタパッチをこのインストール済みのファイルとマージ
してアップデートされたファイルを生成する。さらに、アップデートエージェント１１８
は、このマージが正常にその適切なファイルをアップデートしたかどうか妥当性検査する
ことができる。前述のように、デルタパッチを妥当性検査することができない場合には、
アップデートエージェント１１８は、そのデルタパッチを再度要求することができ、ある
いは、何回かの失敗の後に全体がアップデートされたファイルを要求することができる。
アップデートエージェント１１８が、妥当性検査されたアップデートファイルを取得した
後に、このファイルは、クライアントコンピューティングデバイス１１０上にインストー
ルされる。
【００３４】
　図７は、本発明による、クライアントコンピューティングデバイス１１０とソフトウェ
アアップデートサービス１２０の間の相互作用を示すソフトウェアアップデート処理ルー
チン７００の流れ図である。ブロック７０２において、このソフトウェアアップデートサ
ービス１２０は、このクライアントコンピュータ１１０に対してアクセスを許可する。本
発明の例示の一実施形態においては、クライアントコンピュータに対するアクセスの許可
は、特定のグループのコンピュータに関連するソフトウェアアップデートへのアクセスを
可能にするサーバ発行クッキー（ｓｅｒｖｅｒ－ｉｓｓｕｅｄ　ｃｏｏｋｉｅ）の生成を
含むことが可能である。この許可プロセスのより詳細な説明は、図８に関して説明するこ
とにする。
【００３５】
　ブロック７０４において、このクライアントコンピュータ１１０とソフトウェアアップ
デートサービス１２０は、アップデート情報を同期化させる。本発明の例示の一実施形態
においては、ソフトウェアアップデートサービス１２０は、このクライアントコンピュー
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ティングデバイス１１０に対して特定のソフトウェアアップデートを記述するメタデータ
を送信する。このメタデータは、ユーザがインストレーションについての１つまたは複数
のアップデートを選択できるようにする使用可能なソフトウェアアップデートを記述する
情報を含んでいる。この同期化プロセスのより詳細な説明については、図９および図１０
に関して以下で説明することにする。ブロック７０６において、クライアントコンピュー
ティングデバイス１１０は、ダウンロードする適用可能なアップデートの選択を得る。本
発明の例示の一実施形態においては、適用可能なアップデートのこの選択は、ユーザの選
択を実施するいくつかの固有のユーザインターフェースの利用に対応する可能性がある。
ユーザインターフェースの選択については、図１１に関してさらに非常に詳細に説明する
ことにする。
【００３６】
　ブロック７０８において、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、適用可
能なソフトウェアアップデートのこのユーザ選択を処理し、ソフトウェアアップデートサ
ービス１２０とインターフェースして特定のアップデート情報を要求する。本発明の例示
の一実施形態においては、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、１つまた
は複数の適用可能なアップデートデルタパッチを選択し要求する。次いでクライアントコ
ンピューティングデバイス１１０上のアップデートエージェント１１８は、この要求され
たデータを処理してこの選択されたソフトウェアアップデートを実施することができる。
ブロック７１０において、このルーチン７００は終了する。
【００３７】
　図８を参照して、クライアントコンピューティングデバイス１１０に対してアクセスを
許可するための、ブロック７０２（図７）に対応するプロトコル図８００について次に説
明することにする。本発明の例示の一実施形態においては、ソフトウェアアップデートサ
ービス１２０は、拡張ターゲティングメカニズム（ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ　ｔａｒｇｅｔ
ｉｎｇ　ｍｅｃｈａｎｉｓｍ）を利用してクライアントコンピューティングデバイス１１
０のアップデートおよび他のソフトウェアへのアクセスを制御する。このソフトウェアア
ップデートサービス１２０は、特定のソフトウェアアップデートを１つまたは複数のター
ゲットグループのクライアントコンピューティングデバイス１１０に関連づけるメカニズ
ムを組み込んでいる。例えば、ソフトウェアアップデートサービス１２０は、特定のハー
ドウェアデバイスを有する特定のブランドのクライアントコンピューティングデバイス１
１０だけに特定のハードウェアドライバアップデートのアクセスを制限することができる
。かかる実施例においては、このソフトウェアアップデートサービス１２０は、特定のブ
ランド名および特定のハードウェアデバイスを有するクライアントコンピューティングデ
バイス１１０のターゲットグループを定義し、この特定のソフトウェアダウンロードの送
信をそのターゲットグループだけに制限することができる。
【００３８】
　本発明の例示の一実施形態においては、拡張ターゲティングメカニズムは、１つまたは
複数のターゲットグループに対するクライアントコンピューティングデバイスの会員資格
を定義するソフトウェアコンポーネント（「許可プラグイン」）の使用によって実行され
る。クライアントコンピューティングデバイス１１０上の許可プラグインの存在は、その
クライアントコンピューティングデバイスがその許可プラグインの特定のターゲットグル
ープに属するかどうかを規定する。例えばあるターゲットグループは、特定のソフトウェ
アアプリケーションについての有効な「ＰＩＤ」（ｐｒｏｄｕｃｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｃ
ａｔｉｏｎ製品識別）番号を有するすべてのコンピュータを含むことができる。かかる実
施例においては、図８に関して以下でより詳細に説明するように、許可プラグイン８２６
をそのクライアント中でインストールしてそのクライアントコンピューティングデバイス
のメモリモジュールからＰＩＤを読み取り、この得られたＰＩＤを対応するＰＩＤサーバ
プラグイン８２９へと渡すことができる。本明細書中でＰＩＤバリデータ（ＰＩＤ　ｖａ
ｌｉｄａｔｏｒ）８２９とも呼ばれるこの対応するＰＩＤプラグインは、１つまたは複数
の方法を利用してこの受信されたＰＩＤが有効かどうかを判定する。このクライアントコ
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ンピューティングデバイス１１０上に記憶されているＰＩＤが有効であると判定された後
に、このサーバは、このクライアントコンピューティングデバイス１１０が有効なＰＩＤ
を有するターゲットグループのメンバであることを示すサーバクッキーを生成する。別の
実施例においては、ターゲットグループは、ベータテストコンピュータ（ｂｅｔａ　ｔｅ
ｓｔ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ）として指定されるクライアントコンピューティングデバイスを
含むことができる。
【００３９】
　本発明の例示の一実施形態においては、ソフトウェアアップデートサービス１２０の許
可サーバ１２２は、この許可サーバが認識することになるクライアントコンピューティン
グデバイスの１組のターゲットグループを定義するいくつかのサーバ許可プラグインを含
んでいる。各サーバ許可プラグインは、クライアントコンピューティングデバイス１１０
上に記憶された対応するクライアント許可プラグインとデータをやりとりするコンポーネ
ントを含んでいる。同様にして、各クライアントコンピューティングデバイス１１０は、
そのクライアントが属するターゲットグループを識別する１つまたは複数のクライアント
許可プラグインを含んでいる。本発明の例示の一実施形態においては、このクライアント
許可プラグインは、オペレーティングシステムのインストレーションやアップグレードな
ど、ソフトウェアアプリケーションのインストレーションまたはアップグレード中に各ク
ライアントコンピューティングデバイス中にインストールすることができる。さらに、こ
のサーバ許可プラグインは、ソフトウェアアップデートへのアクセスを制御したいと希望
するアドミニストレータが動的にインストールし、または取り除くことができる。クライ
アントコンピューティングデバイス１１０および許可サーバ１２２上に記憶されたこの許
可プラグインは、実際のソフトウェアプラグインとすることも可能であり、あるいはこの
許可プラグインは、動的にリンクされたライブラリ中へとハードコード化することも可能
である。
【００４０】
　図８に示すように、この許可サーバ１２２は、３つの実施例のサーバ許可プラグイン、
すなわち（１）すべてのコンピュータを含むターゲットグループ（以下で、「オールコン
ピュータターゲットグループ（Ａｌｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ　ｔａｒｇｅｔ　ｇｒｏｕｐ）
」）を定義する第１のサーバ許可プラグイン８２８、（２）有効なＰＩＤを有するコンピ
ュータを含むターゲットグループ（以下で、「ＰＩＤターゲットグループ」）を定義する
第２のサーバ許可プラグイン８２９、および（３）ベータテストコンピュータを含むター
ゲットグループ（以下で、「ベータターゲットグループ」）を定義する第３のサーバ許可
プラグイン８３０を含んでいる。また図８に示すように、クライアントコンピューティン
グデバイス１１０は、２つのクライアント許可プラグイン、すなわち（１）クライアント
コンピューティングデバイス１１０が、オールコンピュータターゲットグループのメンバ
であることを示す第１のクライアント許可プラグイン８２５、および（２）クライアント
コンピューティングデバイス１１０が、ＰＩＤターゲットグループのメンバであることを
示す第２のクライアント許可プラグイン８２６を含んでいる。この実施例においては、ク
ライアントコンピューティングデバイス１１０は、このクライアントコンピューティング
デバイス１１０がそのベータターゲットグループのメンバであることを示す許可プラグイ
ンを含んでいない。当業者には理解されるように、各クライアント許可プラグイン８２５
および８２６は、クライアントコンピューティングデバイス１１０上で１つまたは複数の
ファンクションを実行してこの妥当性検査プロセスを支援するように構成することができ
る。例えば、この第２のクライアント許可プラグイン８２６は、クライアントコンピュー
ティングデバイス１１０のメモリを検査してインストール済みのソフトウェアアプリケー
ションについてのＰＩＤを検証し、または取得するように構成することができる。
【００４１】
　図８に示すように、許可サブルーチン７０２は、クライアントコンピューティングデバ
イス１１０が構成要求８０３を許可サーバ１２２に伝える場合に開始される。本発明の例
示の一実施形態においては、この構成要求８０３は、この許可サーバ１２２上に記憶され
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たその許可プラグインを記述する情報を取得するように構成された任意の適切なソフトウ
ェアコンポーネントから形成される。当業者には理解されるように、構成要求８０３は、
「ＧｅｔＣｏｎｆｉｇ」と呼ばれる、知られている方法を利用することができる。この構
成要求８０３を受信することに応答して、許可サーバ１２２は、構成応答８０４を伝え、
この構成応答は、許可サーバ１２２上に記憶されたすべての許可プラグインを識別する情
報を含んでいる。一実施形態においては、この構成応答８０４は、許可サーバ１２２上に
記憶されるすべての許可プラグインを識別し記述するストリングのアレイを含んでいる。
本実施例においては、この構成応答８０４は、第１のサーバ許可プラグイン８２８、第２
のサーバ許可プラグイン８２９、および第３のサーバ許可プラグイン８３０を識別する情
報を含んでいる。
【００４２】
　ブロック８０５において、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、この構
成応答８０４を受信することに応答して１つまたは複数の許可クッキーを生成する。ブロ
ック８０５のプロセスにおいて、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、マ
ッチングしたクライアントとサーバ許可プラグインの各対ごとに許可クッキーを生成する
。したがって、本実施例においては、第１のクライアント許可プラグイン８２５と第１の
サーバ許可プラグイン８２８が共にオールコンピュータターゲットグループに関連するの
で、第１のクライアント許可プラグイン８２５は、このオールコンピュータターゲットグ
ループに関連する第１の許可クッキーを生成する。さらに、第２のクライアント許可プラ
グイン８２６と第２のサーバ許可プラグイン８２９が共にＰＩＤターゲットグループに関
連するので、第２のクライアント許可プラグイン８２６は、このＰＩＤターゲットグルー
プに関連する第２の許可クッキーを生成する。クライアントコンピューティングデバイス
１１０は、それがベータターゲットグループのメンバであることを示す許可プラグインを
もたないので、第３の許可クッキーは生成されない。
【００４３】
　当業者には理解されるように、ブロック８０５のプロセスの一実施形態は、当技術分野
において「ＧｅｔＡｕｔｈＣｏｏｋｉｅ」と呼ばれる一般に知られているソフトウェアの
方法を使用することを含んでいる。この各許可クッキーの生成は、追加の処理を含むこと
ができることも理解されよう。例えば、第２のクライアント許可プラグイン８２６は、こ
のクライアントのシステムレジストリ（ｓｙｓｔｅｍ　ｒｅｇｉｓｔｒｙ）に記憶された
情報を検査してＰＩＤを検索しこのＰＩＤをこの許可クッキー中に含めるように構成する
ことができる。他の実施例においては、ブロック８０５のプロセスは、他のコンピュータ
またはデバイスと通信するためのプロセスを含むことができる。例えば、クライアント許
可プラグインは、サウンドカード、スキャナ、ビデオカードなどのデバイスと通信してこ
のデバイスの型およびモデルを取得することができる。限定のない他の実施例においては
、クライアント許可プラグインは、フィンガプリントリーダ（ｆｉｎｇｅｒｐｒｉｎｔ　
ｒｅａｄｅｒ）などのセキュリティデバイスと通信して、ユーザを記述する情報を取得す
ることができる。
【００４４】
　一般に、クライアント許可プラグインは、クライアントコンピューティングデバイス１
１０、またはクライアントコンピューティングデバイス１１０に通信可能に接続された他
の任意のコンピューティングデバイスの任意のコンポーネントから構成情報を読み取るこ
とができる。他の実施例においては、クライアント許可プラグインは、１つまたは複数の
パブリックまたは専用のＡＰＩ（アプリケーションプログラミングインターフェース）を
利用してこの対応するサーバプラグインによって妥当性検査されるクライアントからの情
報を収集し暗号化するように構成することができる。かかる実施例においては、ＰＩＤバ
リデータプラグイン８２６は、専用のＡＰＩを使用してこのクライアントのＰＩＤを暗号
化して、この暗号化済みのＰＩＤを暗号解読と妥当性検査のためにサーバに渡す。他の実
施形態においては、他のクライアント許可プラグインは、フィンガプリントリーダや声紋
などの生物測定学の測定を利用して許可クッキーを構築して妥当性検査のためにサーバに
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渡すことができる。さらに他の実施例においては、クライアント許可プラグインは、ウェ
ブサービスまたは他の任意のサービスを呼び出して許可証明書または他の任意タイプのデ
ータをこの許可サーバ１２２に伝えることができる。
【００４５】
　本発明の例示の一実施形態においては、各許可クッキーは、関連するターゲットグルー
プを識別するストリングを含んでいる。例えば、ストリングは、特定の許可クッキーがこ
のＰＩＤターゲットグループに関連することを示すことができる。各許可クッキーは、ク
ライアントとサーバの間でデータを伝えるためのデータセクションも含んでいる。例えば
、このＰＩＤターゲットグループに関連する許可クッキーは、実際のＰＩＤを含むデータ
セクションを有することができる。当業者には理解されるように、このデータセクション
は、バイトアレイなどの任意の形式で記憶される任意のタイプのデータを含むことができ
る。例えば、クライアントおよびサーバ上のプラグインが、パブリックキー（ｐｕｂｌｉ
ｃ　ｋｅｙ）およびプライベートキー（ｐｒｉｖａｔｅ　ｋｅｙ）の通信を必要とする場
合には、かかるデータは、１つまたは複数の許可クッキーのデータセクション中で暗号化
することができる。
【００４６】
　クライアントコンピューティングデバイス１１０が対応するクライアントおよびサーバ
の許可プラグインの各対ごとに許可クッキーを生成した後に、このクライアントコンピュ
ーティングデバイスは、この生成済みの許可クッキーをこの許可サーバ１２２に対して伝
える。図８に示すように、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、クッキー
要求８０６においてこの許可クッキーを伝える。このクッキー要求８０６は、ブロック８
０５のプロセス中で生成された許可クッキーのアレイを伝えるための適切な任意のフォー
マットを含んでいる。この許可方法７０２のこの一部分の一実施形態は、当技術分野にお
いて「ＧｅｔＣｏｏｋｉｅ」と呼ばれる一般的に知られているソフトウェアの方法の使用
を含むことができる。
【００４７】
　一実施形態においては、クッキー要求８０６は、クライアントコンピューティングデバ
イス１１０のメモリに記憶された他の許可サーバクッキーも含んでいる。以下の説明から
さらに簡単に理解されるように、クライアントコンピューティングデバイス１１０のこの
メモリは、この許可ルーチン７００の以前の実行において作成された以前の許可サーバク
ッキーを記憶していることもある。クッキー要求８０６においてこの記憶済みの許可サー
バクッキーを提供することにより、このクライアントコンピューティングデバイス１１０
は、許可サブルーチン７０２の以前の実行で認可されたそのアクセス権を維持することが
できるようになる。本実施例においては、このクライアント中に許可サーバクッキーが記
憶されていないので、このクッキー要求８０６は、このオールコンピュータターゲットグ
ループに関連する第１の許可クッキーと、このＰＩＤターゲットグループに関連する第２
の許可クッキーを含んでいる。
【００４８】
　次に、ブロック８０７に示すように、このクッキー要求８０６を受信することに応答し
て、許可サーバ１２２は、サーバクッキーを生成する。一実施形態においては、この受信
した許可クッキーごとに適切な許可プラグインに対して呼出しを行って、サーバクッキー
データが生成される。各サーバ許可プラグインによって生成されるサーバクッキーデータ
は、この受信された許可クッキー中で識別されるターゲットグループごとの識別子を含ん
でいる。本実施例においては、クッキー要求８０６が、このオールコンピュータターゲッ
トグループに関連する第１の許可クッキーと、このＰＩＤターゲットグループに関連する
第２の許可クッキーとを含んでいるので、許可サーバ１２２は、これらの各ターゲットグ
ループについての識別子を含むサーバクッキーデータを生成する。許可サーバ１２２上に
おいて、以前のサーバクッキーがそのクッキー要求８０６において受信されている場合に
は、このサーバクッキーデータを以前のサーバクッキーのデータと組み合わせて新しいサ
ーバクッキーを生成する。一実施形態においては、この新しいサーバクッキーは、トリプ
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ルＤＥＳ（Ｔｒｉｐｌｅ　ＤＥＳ）などのパブリックに利用可能な暗号方法の使用によっ
て暗号化される。
【００４９】
　本発明の例示の一実施形態においては、このサーバクッキーは、１つまたは複数の関連
するターゲットグループを識別する暗号化された情報を含むことが可能である。さらに、
このサーバクッキーは、有効期限データ（ｅｘｐｉｒａｔｉｏｎ　ｄａｔａ）を含むこと
ができ、これは、クリアテキストフォーマットでも暗号化フォーマットでも記憶される。
クリアテキストフォーマットで記憶される有効期限データは、このサーバクッキーの有効
期限切れについて監視するためにクライアントコンピューティングデバイス１１０によっ
て使用される。この暗号化フォーマットで記憶される有効期限データは、ソフトウェアア
ップデートサービス１２０によって使用されて、このクライアントコンピューティングデ
バイス１１０が、特定のターゲットグループに関連するアップデートを受信することが許
可されているかどうかを判定する。一実施形態においては、このサーバクッキーの有効期
限データは、このサーバクッキーで識別されるすべてのターゲットグループに適用される
。代わりに、またはこの全体のサーバクッキーに適用される有効期限の時間に追加して、
このサーバクッキーは、それぞれ、個別のターゲットグループに適用できる複数の有効期
限データを含むことができる。当業者には理解されるように、各サーバクッキーは、追加
のデータを含むことができる。例えば、サーバクッキーは、この許可サブルーチン７０２
の最後の実行のタイムスタンプなどのクライアント状態情報を記憶するように構成するこ
とができる。
【００５０】
　生成された後に、この許可サーバクッキー８０９は、許可サーバ１２２からクライアン
トコンピューティングデバイス１１０に伝えられる。次に、ブロック８１１に示すように
、このサーバクッキーは、その後にクライアントコンピューティングデバイス１１０のメ
モリに記憶される。クライアントコンピューティングデバイス１１０が、このサーバクッ
キーの少なくとも１つのコンポーネントが、有効期限切れになったことを判定した場合に
は、このクライアントコンピューティングデバイスは、この許可方法７０２を再実行して
新しいサーバクッキーを取得することができる。前述のように、この許可方法７０２の後
続の各実行において、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、このクッキー
要求８０６においてその記憶されたサーバクッキーを許可サーバ１２２に対して伝えるこ
とができる。一実施形態においては、サーバが、クライアントにこのサーバ構成が変更さ
れたこと、すなわち新しい許可プラグインが追加されたことを通知しない限り、このクラ
イアントは、要求８０３を送信する必要がない。
【００５１】
　本発明の別の態様によれば、このソフトウェアアップデートサービス１２０は、メタデ
ータサーバ１２３とクライアントコンピューティングデバイス１１０の間でアップデート
情報を同期化させるための同期化サブルーチンを提供することができる。一意のソフトウ
ェアアップデート階層を使用することによって、この同期化サブルーチンは、特定のクラ
イアントコンピューティングデバイスに適用される特定のアップデートを効率的に識別す
ることが可能である。さらに、この許可サブルーチン７０２において生成されるこのサー
バクッキーの使用によって、この同期化サブルーチンは、特定のターゲットグループに関
連するアップデートに対するアクセスを選択的に認可することが可能である。
【００５２】
　本発明の例示の一実施形態によれば、各ソフトウェアアップデートは３つのコンポーネ
ント、すなわち（１）命令コンポーネント、（２）局所的データコンポーネント、および
（３）データコンポーネントを含んでいる。当業者には理解されるように、各アップデー
トは、１つまたは複数の前述のコンポーネントを有することができる。例えば、アップデ
ートが、命令コンポーネント、局所的データコンポーネント、およびデータストリームコ
ンポーネントを含むこともある。別の実施例においては、アップデートは、クライアント
コンピューティングデバイスの１つまたは複数の条件をテストするための１つの命令コン
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ポーネントしか含まないこともある。このソフトウェアアップデートの様々なコンポーネ
ントについて以下でより詳細に説明する。
【００５３】
　一般的に説明すると、この命令コンポーネントは、２つのサブコンポーネント、すなわ
ち（１）クライアントコンピューティングデバイス１１０がテストすべき１つまたは複数
の条件を定義する適用規則、および（２）個別のアップデートの適切なインストレーショ
ンのために必要とされる１つまたは複数のアップデートを識別する１組の前提条件を含ん
でいる。以下で説明するように、この適用規則は、１台のコンピュータに関連したいくつ
かの条件を定義することが可能であり、これらの各条件は、任意の論理演算子を使用する
ことによって他の条件に関連づけることが可能である。例えば、この命令コンポーネント
は、コンピュータが特定のバージョンのＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）をインストールして
いるかどうかを判定する適用規則を含むこともできる。また以下で説明するように、この
１組の前提条件は、以前にインストールされている必要がある１つまたは複数のアップデ
ートを識別することが可能である。例えば、図９を参照して以下でさらに詳細に説明する
ように、個別のアップデートは、個別のアップデートの適切なインストレーションのため
に必要とされる他のアップデートをリストにした前提条件を含むこともある。他の実施例
においては、図９にも示すように、この１組の前提条件は、より複雑な前提条件の規則を
定義するための論理演算子の使用を含むことも可能である。
【００５４】
　この命令コンポーネントはまた、特定のアップデートに依存する他のアップデートが存
在するかどうかを示す、ブールフラグ（Ｂｏｏｌｅａｎ　ｆｌａｇ）などのコードも含む
。図では、特定のアップデートに依存する他のアップデートが存在しない場合には、アッ
プデートは、ＬＥＡＦアップデートであると考えられる。あるアップデートがＬＥＡＦで
あるかどうかを示すために使用されるこのブールフラグは、関連したアップデートが追加
され、または除去されるときに、メタデータサーバ１２３によって動的にアップデートさ
れる。
【００５５】
　各アップデートの局所的データコンポーネントは、このアップデートを記述する一般的
な情報を含んでいる。例えば、この局所的データコンポーネントは、このアップデートの
特徴および利点を記述する情報を含むことができる。この局所的データコンポーネントは
また、このアップデートのインストレーションプロシージャのテキスト記述を含むことも
できる。さらに、この局所的データコンポーネントは、このアップデートに関連した他の
任意のデータまたは情報を含むこともできる。例えば、その局所的データは、アップデー
トが、高優先順位のアップデートであることを示すことができる。別の実施例においては
、この局所的データは、アップデートが他のソフトウェアアップデートと共にインストー
ルすることができないことを示すメッセージなど、特定のインストレーションメッセージ
を提供することができる。この局所的情報は、ユーザに対してその含まれる情報の表示を
可能にするフォーマットにすることもできる。
【００５６】
　各アップデートのデータコンポーネントは、そのアップデートの１つまたは複数のバイ
ナリデータストリーム（ｂｉｎａｒｙ　ｄａｔａ　ｓｔｒｅａｍ）を含んでいる。一実施
形態において、各アップデートのデータコンポーネントは、実行可能ファイル、ドキュメ
ント、リンクされたライブラリなど、１つまたは複数のデータファイルに関連づけること
ができる。以下でさらに詳細に説明するように、各アップデートは、データファイルの組
合せに関連づけることができ、これらのデータファイルのそれぞれは、クライアントが使
用するソフトウェアの実際のアップグレード、インストレーション、または修正を実施す
る。例えば、アップデートのインストレーションは、選択されたアップデートを完了する
ために必要とされるすべての情報を含む１つのＣＡＢファイルの使用によって実施するこ
とができる。代わりに、このアップデートのインストレーションは、クライアントコンピ
ューティングデバイス上に記憶される１つまたは複数のファイルをアップデートするため
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に使用されるいくつかの個別のアップデートの使用によって実施することができる。
【００５７】
　本発明の例示の一実施形態においては、ソフトウェアアップデートは、このソフトウェ
アアップデートの制御された配信を可能にする階層の形で構成することが可能である。一
般的に説明すると、アップデートのこの階層は、アップデートの間の関係を定義しており
、特にどのアップデートが他のアップデートに依存しているかを示している。図示するた
めに、実施例の１組のアップデートが、図９に提供され示されている。図に示すように、
サンプルのアップデート９００の階層は、ベースの組のアップデート９０１、第２の組の
アップデート９０２、および第３の組のアップデート９０３を含んでいる。一般的に、ベ
ースの組のアップデート９０１中の各アップデートは、他のアップデートのインストレー
ションを必要とする前提条件を有していない。しかし、第６のアップデート９２１は、こ
の第１のアップデート９１１、第２のアップデート９１２、および第３のアップデート９
１３のインストレーションを必要とする前提条件を含んでいる。第７のアップデート９２
２は、第４のアップデート９１４のインストレーションを必要とする前提条件を含んでい
る。第８のアップデート９３１は、第６のアップデート９２１、および第５のアップデー
ト９１５のインストレーションを必要とする前提条件を含んでいる。したがって、第８の
アップデート９３１はまた、第１のアップデート９１１、第２のアップデート９１２、お
よび第３のアップデート９１３のインストレーションを必要とする。本発明を例示するた
めに、このサンプルの１組のアップデート９００のうちのすべてのアップデートが、すべ
てオールコンピュータターゲットグループおよびＰＩＤターゲットグループに関連してい
ることが想定されている。
【００５８】
　また図９に示すように、また以下でさらに詳細に説明するように、各アップデートは、
このアップデートのインストレーションについての条件を指定する適用規則を含んでいる
。例えば、第１のアップデート９１１は、オペレーティングシステムの英語バージョンの
インストレーションを必要とする。第２のアップデート９１２は、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録
商標）ＸＰバージョンＳＰ１のインストレーションを必要とする。別の実施例においては
、第６のアップデート９２１は、ＸＰ　ＰＡＴＣＨ１と呼ばれるソフトウェアパッチのイ
ンストレーションを必要とする。したがって、この適用規則が満たされていない場合には
、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、このアップデートをインストール
しないはずである。
【００５９】
　図９はまた、特定のアップデートに依存する他のアップデートがあるかどうかを示す命
令コンポーネントのセクションを示している。このセクションは、ＬＥＡＦと呼ばれ、こ
れは、ソフトウェアアップデートが一連の関連したアップデートの最後のアップデートで
あることを示すブール値（Ｂｏｏｌｅａｎ　ｖａｌｕｅ）の形式とすることができる。本
発明を例示する目的では、他のアップデートが、特定のアップデートを前提条件としてリ
ストアップしない場合には、特定のアップデートは、ＬＥＡＦアップデートになる。図９
に示すように、第７のアップデート９２２と、第８のアップデート９３１が、このたった
２つのＬＥＡＦアップデートである。
【００６０】
　図１０は、本発明に従って形成される同期化サブルーチン７０４（図７）のプロトコル
図を示している。一般的に説明すると、この同期化サブルーチン７０４は、クライアント
コンピューティングデバイス１１０と、メタデータサーバ１２３などのサーバとの間であ
る種のアップデートの命令コンポーネントを選択的に交信してクライアントコンピューテ
ィングデバイス１１０に適用することが可能なアップデートを識別する。図１０に示すよ
うに、アップデートを起動するために、クライアントコンピューティングデバイス１１０
は、まずインストール済みのアップデートを処理し、このクライアントにとって使用可能
な１つまたは複数のアップデートを要求する同期化要求１０５１をメタデータサーバ１２
３に対して伝える。この同期化要求１０５１を受信することに応答して、このメタデータ
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サーバ１２３は、いくつかのアップデートをこのクライアントコンピューティングデバイ
ス１１０に対して戻す。以下の説明からさらに簡単に理解されるように、クライアントコ
ンピューティングデバイス１１０は、この同期化要求１０５１の通信に先立って局所的に
記憶されたデータを処理する。
【００６１】
　クライアントコンピューティングデバイス１１０は、各受信されたアップデートの命令
コンポーネントを処理してこの適用規則中で定義されるその条件を満たすことができるか
どうかを判定する。個別のアップデート中で定義されるこの条件が満たされる場合、同期
化サブルーチン１０５０を例示する目的では、個別のアップデートが「インストール済み
」であり、このインストール済みのアップデートがこのクライアントのアップデートキャ
ッシュの第１のコンポーネントに保存される。他方、個別のアップデート中で定義される
この条件が満たされない場合には、個別のアップデートは、「失敗した」と考えられ、こ
の失敗したアップデートが、このクライアントのアップデートキャッシュの第２のコンポ
ーネントに保存される。この同期化サブルーチン１０５０のこの説明において、アップデ
ートがインストールされる場合には、この適用規則のこれらの前提条件およびこの条件が
満たされていることを仮定することができる。このサブルーチンを説明するためのアップ
デートのインストレーションは、このアップデートに関連するこのデータファイルが、ク
ライアントコンピューティングデバイス１１０において実際にインストールされることを
必ずしも意味していない。
【００６２】
　一実施形態においては、このクライアントのアップデートキャッシュのこれらの２つの
コンポーネントを使用してこの受信済みのアップデートを分類する。第１のコンポーネン
トが、インストール済みの非ＬＥＡＦアップデートを記憶するために使用され、第２のコ
ンポーネントが、クライアントが受信する他のすべてのアップデート、すなわちインスト
ールされなかったアップデートを記憶するために使用される。このアップデートキャッシ
ュの第２のコンポーネントは、すべてのＬＥＡＦアップデートのストレージも含んでいる
。以下でさらに詳細に説明するように、このアップデートキャッシュに記憶されるアップ
デートが、メタデータサーバ１２３に伝えられこれによって処理されてクライアントコン
ピューティングデバイス１１０上でインストレーションのために使用可能な他の関連した
アップデートを識別することができる。
【００６３】
　ここで図１０に戻って、アイテム１０５１、１０５５、および１０６０として示されて
いる同期化要求の細部について次に説明することにする。当業者には理解されるように、
この同期化要求は、アップデートを要求するいくつかの異なるデバイス、プロセス、アプ
リケーション、ユーザ起動されたコマンドのうちの１つによって起動することができる。
この同期化要求は、アップデートのリストを要求するユーザ、クライアントエージェント
が起動する自動アップデート、あるいはメタデータサーバ１２３またはアップデートサー
ビス１２０からの情報を要求する他の任意のソフトウェアコンポーネントによって起動す
ることができる。一実施形態においては、この同期化要求は、許可ルーチン７０２から生
成された許可サーバクッキーなどの許可サーバクッキーを含んでいる。このサーバクッキ
ーの使用により、このサーバは、そのクライアントが１つまたは複数のターゲットグルー
プのメンバであるかどうかを判定できるようになる。
【００６４】
　各同期化要求は、このクライアントのアップデートキャッシュに記憶されたアップデー
トごとの識別子を含むこともできる。より詳細には、１つまたは複数のアップデートが、
アップデートキャッシュに記憶されている場合、この同期化要求は、インストール済みの
非ＬＥＡＦアップデートについての識別子を有する第１のコンポーネントと、ＬＥＡＦア
ップデート、失敗したアップデート、インストールされなかった他のアップデートなど、
他のすべてのアップデートについての識別子を有する第２のコンポーネントとを含んでい
る。このアップデート識別子は、それだけには限定されないが、整数アレイを含めて任意
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のフォーマットにすることができる。代わりに、このクライアントのアップデートキャッ
シュにアップデートが記憶されていない場合には、この同期化要求は、アップデート識別
子を用いて構成されていない。同期化要求がアップデート識別子を用いて構成されていな
い場合に、この同期化要求は、このクライアントコンピューティングデバイス１１０がキ
ャッシュされたアップデートをまったくもたないことを示す指示を提供する。
【００６５】
　図１０に示すように、第１の同期化要求１０５１が、クライアントコンピューティング
デバイス１１０からメタデータサーバ１２３へと伝えられる。本実施例においては、これ
がこの方法の最初の実行であることを考えれば、このクライアントのアップデートキャッ
シュは、どのようなアップデートも含んでいないことになる。したがって、この第１の同
期化要求１０５１は、キャッシュされたアップデートについての識別子を含んでいない。
この同期化要求を受信することに応答して、ブロック１０５２に示すように、メタデータ
サーバ１２３は、この同期化要求が少なくとも１つのアップデート識別子を含むかどうか
を判定する。この同期化要求がアップデート識別子を含んでいないと判定された場合、メ
タデータサーバ１２３は、クライアントコンピューティングデバイス１１０に伝えるため
の第１のレベルのアップデートを選択することによって応答する。前述のように、第１の
レベルのアップデートは、他のアップデートを識別する前提条件をもたないどのようなア
ップデートも含むことができる。
【００６６】
　代わりに、同期化要求が、少なくとも１つのアップデート識別子を含んでいると判定さ
れた場合には、メタデータサーバ１２３は、このサーバの記憶されたアップデートの前提
条件を検査してこのクライアントに配信するための追加のアップデートを選択する。一実
施形態においては、メタデータサーバ１２３は、条件が満たされた前提条件を有するアッ
プデートを選択する。この前提条件の検査において、このサーバは、このクライアント上
にインストールされた非ＬＥＡＦアップデートの識別子を含む同期化要求の第１のコンポ
ーネントのアップデートを使用する。
【００６７】
　条件が満たされた前提条件を有するアップデートを選択するのに加えて、このサーバは
また、この同期化要求の第２のコンポーネント中で識別されるアップデートを使用してこ
の選択されたアップデートにフィルタをかける。より詳細には、この同期化要求の第２の
コンポーネント中で識別されるインストールされていないアップデート、ＬＥＡＦアップ
デート、および失敗したアップデートを使用して１つまたは複数の選択されたアップデー
トにフィルタをかける。本発明のこの特徴によって、本発明のシステムおよび方法は、メ
タデータサーバ１２３上に記憶されるアップデートの複数回の伝送を回避することができ
るようになる。
【００６８】
　本実施例に戻ると、この第１の同期化要求１０５１は、アップデート識別子を含んでい
ないので、このメタデータサーバ１２３は、クライアントコンピューティングデバイス１
１０に伝えるためのベースレベルのアップデート９０１を選択する。図９に示すアップデ
ートのサンプルの組を参照すると、このベースレベルのアップデート９０１は、９１１、
９１２、９１３、９１４および９１５と呼ばれるアップデートを含んでいる。
【００６９】
　ブロック１０５２の処理において、メタデータサーバ１２３はまた、この同期化要求１
０５１に含まれる許可サーバクッキーを検査して、クライアントコンピューティングデバ
イス１１０に関連するターゲットグループを識別する。メタデータサーバ１２３はまた、
ブロック１０５２のプロセスで選択されたこのアップデートのターゲットグループも検査
する。次いで、ブロック１０５２のこのプロセスは、この受信済みの許可サーバクッキー
中で識別されるターゲットグループに関連していないすべての選択されたアップデートを
フィルタで取り除く。本実施例においては、選択されたアップデート９１１、９１２、９
１３、９１４および９１５のすべてが、ＰＩＤターゲットグループおよびオールコンピュ
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ータターゲットグループに関連するので、これらの選択されたアップデートのすべてがク
ライアントコンピューティングデバイス１１０に対して送信される。
【００７０】
　次いでメタデータサーバ１２３は、同期化応答１０５３中でこの選択されたアップデー
トをクライアントコンピューティングデバイス１１０に伝える。一般的に、各同期化応答
は、このサーバ１２０が送信する各アップデートの命令コンポーネントを含んでいる。し
たがって、本実施例においては、第１の同期化応答１０５３は、９１１、９１２、９１３
、９１４および９１５と呼ばれるこれらのアップデートについての命令コンポーネントを
含んでいる。一実施形態においては、各同期化応答は、各アップデートの局所的データコ
ンポーネントまたはデータコンポーネントを含んでいない。
【００７１】
　次に、ブロック１０５４に示すように、クライアントコンピューティングデバイス１１
０は、各受信済みのアップデートの命令コンポーネントを処理してこの適用規則で定義さ
れる条件を満たすことができるかどうかを判定する。再度図９を参照すると、このクライ
アントコンピューティングデバイス１１０は、受信されたアップデート９１１～９１５の
命令コンポーネントを処理する。本発明を例示するために、クライアントコンピューティ
ングデバイス１１０のオペレーティングシステムは、Ｗｉｎｄｏｗｓ（登録商標）バージ
ョンＸＰ　ＳＰ１の英語のインストレーションであることがこの実施例において想定され
ている。また、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、ＤｅｌｌのＰＣであ
り、３２ビットのＸ８６プロセッサを作動させていることも想定されている。したがって
、このサンプルの１組のアップデートの命令コンポーネントの処理においては、このコン
ピュータが英語のＯＳを含んでいるので、クライアントコンピューティングデバイス１１
０は、第１のアップデート９１１中で定義される条件が満たされるはずであると判定する
はずである。このオペレーティングシステムがＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）バージョンＸ
Ｐ　ＳＰ１であるので、この第２のアップデート９１２中で定義される条件も満たされる
はずである。クライアントコンピューティングデバイス１１０が、Ｘ８６プロセッサを作
動させているのでこの第３のアップデート９１３中で定義される条件も満たされるはずで
ある。クライアントコンピューティングデバイス１１０がＤｅｌｌのＰＣであるので第５
のアップデート９１５中で定義される条件も満たされるはずである。その結果、第１のア
ップデート９１１、第２のアップデート９１２、第３のアップデート９１３、および第５
のアップデート９１５はすべて、このクライアントのアップデートキャッシュの第１のコ
ンポーネントに保存される。クライアントコンピューティングデバイス１１０は６４ビッ
トのＸ８６プロセッサを作動させていないので第４のアップデート９１４中で定義される
条件は、満たされないはずである。したがって、この第４のアップデート９１４は、失敗
したアップデートであると考えられ、このクライアントのアップデートキャッシュの第２
のコンポーネントに保存される。
【００７２】
　図１０に戻ると、ブロック１０５４の処理において、クライアントコンピューティング
デバイス１１０はまた、後続の同期化要求が必要とされるかどうかを判定する。一実施形
態においては、少なくとも１つのこの受信済みのアップデートが、それがＬＥＡＦアップ
デートではないことを示す場合、後続の同期化要求が必要であることが決定される。本実
施例においては、受信済みのアップデートのすべてがＬＥＡＦアップデートではないので
、後続の同期化要求が必要とされることが決定される。したがって、クライアントコンピ
ューティングデバイス１１０は、後続の同期化要求１０５５をメタデータサーバ１２３に
伝える。
【００７３】
　以上で概要を述べたように、同期化要求は、このクライアントのアップデートキャッシ
ュに記憶されるアップデートごとの識別子を含んでいる。したがって、本実施例において
、後続の同期化要求１０５５は、第１のアップデート９１１、第２のアップデート９１２
、第３のアップデート９１３、および第５のアップデート９１５が、このクライアント上
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にインストールされていることを示す第１のデータコンポーネントを含んでいる。さらに
、後続の同期化要求１０５５は、第４のアップデート９１４が、このクライアント上に正
常にインストールされていないことを示す第２のデータコンポーネントを含んでいる。
【００７４】
　後続の同期化要求１０５５を受信することに応答して、以上で概要を述べたように、メ
タデータサーバ１２３は、後続の同期化要求１０５５が、少なくとも１つのアップデート
識別子を含むかどうかを判定する。後続の同期化要求が少なくとも１つのアップデート識
別子を含むと判定された場合、メタデータサーバ１２３はすべての記憶されているアップ
デートの前提条件を検査してこのクライアントに配信するための追加のアップデートを選
択する。
【００７５】
　再度本実施例を参照すると、ブロック１０５６の処理において、その前提条件が満たさ
れるので、メタデータサーバ１２３は、第６のアップデート９２１を選択するはずである
。より詳細には、図９に示すように、第１のアップデート９１１、第２のアップデート９
１２、および第３のアップデート９１３のインストレーションを必要とするその前提条件
が満たされるので、第６のアップデート９２１が、クライアントコンピューティングデバ
イス１１０に伝えるために選択される。第７のアップデート９２２および第８のアップデ
ート９３１は、これらの前提条件が満たされないので、このクライアントに伝えるために
選択されないはずである。より詳細には、この同期化要求１０５５は、第７のアップデー
ト９２２についての前提条件である、第４のアップデート９１４についての識別子を含ん
でいない。さらに、同期化要求１０５５は、第８のアップデート９３１についての前提条
件である第６のアップデート９２１についての識別子を含んでいない。
【００７６】
　図１０に戻ると、同期化サブルーチン１０５０は、後続の応答１０５７において選択さ
れたアップデートをメタデータサーバ１２３からクライアントコンピューティングデバイ
ス１１０へと伝えることによって継続される。再度本実施例を参照すると、この後続の応
答１０５７は、第６のアップデート９２１に関連した情報を含むはずであり、これは後続
の応答１０５７においてクライアント１１０に伝えられる。
【００７７】
　後続の応答１０５７を受信すると、クライアントコンピューティングデバイス１１０は
、後続の応答１０５７の命令コンポーネントを処理する。ブロック１０５４のプロセスと
同様に、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、各受信されたアップデート
の命令コンポーネントを処理して、この適用規則中で定義される条件が満たされるかどう
かを判定する。本実施例においては、ＸＰ　ＰＡＴＣＨ１がこのクライアントコンピュー
ティングデバイス中でインストールされると想定する場合に、第６のアップデート９２１
は、インストールすべきと考えられ、このアップデートは、クライアントコンピューティ
ングデバイス１１０のこのアップデートキャッシュに書き込まれる。この第６のアップデ
ート９２１がＬＥＡＦアップデートではないので、クライアントコンピューティングデバ
イス１１０は、このクライアントのアップデートキャッシュの第１および第２のコンポー
ネントに記憶されるすべてのアップデートを含む別の同期化要求１０６０を送信する。こ
の同期化要求１０６０も、許可サーバクッキーを含んでいる。
【００７８】
　本実施例においては、メタデータサーバ１２３の前述の処理を使用することによって、
この同期化要求１０６０は、ブロック１０６１において処理され、ここでは、このサーバ
は、第８のアップデート９３１を選択する。この同期化要求１０６０は、第５および第６
のアップデート９１５および９２１がクライアントコンピューティングデバイス１１０中
にインストールされることを示すので、この第８のアップデート９３１が選択される。こ
の第８のアップデート９３１は、この許可サーバクッキー中で識別される同じターゲット
グループに関連することを想定すると、第８のアップデート９３１の命令コンポーネント
が、別の応答１０６２中においてクライアントコンピューティングデバイス１１０に対し
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て伝えられる。次いで、第８のアップデート９３１が、ブロック１０５４および１０５９
のプロセスと同様にしてブロック１０６３において処理される。この応答１０６２の受信
済みのアップデートがすべて、ＬＥＡＦアップデートであるので、後続の同期化要求が、
メタデータサーバ１２３に対して返信されない。
【００７９】
　クライアントコンピューティングデバイス１１０において、この受信済みのアップデー
トのすべてがＬＥＡＦアップデートであると判定された後に、またはアップデートが応答
１０６２中で受信されない場合には、同期化サブルーチン１０５０は、クライアントコン
ピューティングデバイス１１０からメタデータサーバ１２３へとドライバ同期化要求１０
６４を伝える。当業者には理解されるように、このドライバ同期化要求１０６４は、クラ
イアントコンピューティングデバイス１１０中にインストールされるハードウェアをすべ
て記述する情報と、このインストール済みのソフトウェアを記述する情報を含むことがで
きる。以前のソフトウェア同期化要求（１０５１、１０５５、および１０６０）と同様に
、このドライバ同期化要求１０６４は、このインストール済みのアップデートをサーバに
対して伝えることができる。さらに、このクライアント上に現在キャッシュされているす
べてのドライバアップデートが、もしある場合には、このサーバに対して伝えられる。
【００８０】
　このドライバ同期化要求１０６４を受信することに応答して、メタデータサーバ１２３
は、このクライアント上にまだキャッシュされていない、クライアントコンピューティン
グデバイス１１０に適用されるすべてのドライバアップデートを送信することによって応
答する。その前提条件および条件が満たされる場合には、ドライバアップデートは、応答
１０６５においてクライアントコンピューティングデバイス１１０に対して送信される。
このドライバアップデートを伝える応答１０６５は、各アップデートの命令コンポーネン
トを伝えることが好ましい。次いでこのドライバアップデートは、このクライアントコン
ピューティングデバイスのアップデートキャッシュに書き込まれる。
【００８１】
　このドライバアップデートを含むこの応答１０６５を受信した後に、この同期化サブル
ーチン１０５０は、この受信済みのソフトウェアアップデートおよびハードウェアアップ
デートのそれぞれの局所的データを求める要求１０６６を送信する。以上で概要を述べた
ように、各アップデートの局所的データコンポーネントは、このアップデートを記述する
一般的な情報を含んでいる。例えば、この局所的データコンポーネントは、このアップデ
ートの特徴および利点を記述する情報を含むことができる。この局所的データコンポーネ
ントはまた、このアップデートのインストレーションプロシージャのテキスト記述を含む
こともできる。さらに、この局所的データコンポーネントは、このアップデートに関連し
た他の任意のデータまたは情報を含むこともできる。
【００８２】
　したがって、この受信済みのソフトウェアアップデートおよびハードウェアアップデー
トのそれぞれのこの局所的データを求める要求１０６６を受信すると、メタデータサーバ
１２３は、このクライアントのこのアップデートキャッシュに保存されたすべてのこの受
信済みのソフトウェアアップデートおよびハードウェアアップデートについてのすべての
局所的データを送信することによって応答する。受信した後に、この局所的データをソフ
トウェアアプリケーションによって処理して、これらのアップデートのうちのどれをイン
ストールする必要があるかを決定することができる。代わりに、この受信済みの局所的デ
ータをユーザに対して表示して、このクライアントコンピューティングデバイス１１０に
とって使用可能なすべてのアップデートについてそのユーザに通知することができる。一
実施形態においては、この受信済みの局所的データは、ウェブページ上に表示することが
可能である。本実施例においては、局所的データは、第６および第８のアップデート９２
１および９３１についてこのクライアントが受信することができる。局所的データがベー
スアップデート９１１、９１２、９１３、および９１５に記憶されている場合には、これ
らのアップデートについてのこの局所的データも、このクライアントは受信するはずであ
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る。
【００８３】
　図１１は、このクライアントにとって使用可能なこれらのアップデートに関連する局所
的データの一実施例を表示するウェブページ１１００の一実施例を示している。図では、
ウェブページ１１００は、あるアップデートの第１の詳細な記述１１０５と、別のアップ
デートの第２の詳細な記述１１０６とを含んでいる。また図に示すように、各アップデー
トは、それぞれこれらのアップデートのユーザ選択を受け取るための選択メカニズム１１
０３および１１０４に関連している。また図に示すように、ウェブページ１１００は、ユ
ーザが、メタデータサーバ１２３やダウンロードサーバ１２４などのサーバに対する、ア
ップデートの選択の通信を制御できるようにする制御ボタン１１０１を用いて構成されて
いる。
【００８４】
　本発明の一態様において、このクライアントは、いくつかのプロセスを実施してこのウ
ェブページ１１００の表示を拡張する。例えば、クライアントコンピューティングデバイ
ス１１０は、各アップデートのこの局所的データを検査して、特定のアップデートが高優
先順位であるかどうかを判定する。かかる特徴は、局所的データ中に、または特定のアッ
プデートの他のコンポーネント中に、この特定のアップデートが高優先順位アップデート
または緊急アップデートであることを示すテキストを見つけることによって実施すること
ができる。クライアントコンピューティングデバイス１１０が高優先順位アップデートま
たは緊急アップデート検出する場合には、このクライアントは、このページの最上部セク
ションなど、ウェブページ１１００の可視セクションにこの高優先順位アップデートを表
示する。さらに、このクライアントは、このアップデートが高優先順位アップデートであ
ることを示す、専用化されたテキストメッセージ１１２０などの視覚インジケータを生成
することができる。
【００８５】
　クライアントコンピューティングデバイス１１０はまた、各アップデートの局所的デー
タを検査して、特定のアップデートが、排他的インストレーションを必要とするかどうか
、すなわち別のアップデートのインストレーションファイルと同時にはインストールする
ことができないインストレーションファイルを有するアップデートであるかどうかを判定
することができる。かかる特徴は、局所的データ中に、または特定のアップデートの他の
コンポーネント中に、この特定のアップデートが排他的インストレーションを必要とする
ことを示すテキストを見つけることによって実施することができる。クライアントコンピ
ューティングデバイス１１０が、かかるアップデートを検出する場合には、このクライア
ントは、排他的インストレーションを必要とするアップデートの記述を有する、図１１に
示すテキストメッセージ１１２２などの視覚インジケータを表示する。
【００８６】
　図７に戻ると、このソフトウェアアップデートルーチン７００は、ブロック７０６で継
続され、ここで、クライアントコンピューティングデバイス１１０は、これらのアップデ
ートの選択を受け取る。以上で指摘したように、制御ボタン１１０１の動作に応答して、
１つまたは複数のアップデートの選択をメタデータサーバ１２３またはダウンロードサー
バ１２４が取得することが可能である。１つまたは複数のアップデートの選択を受け取っ
た後に、このソフトウェアアップデートルーチン７００は、ブロック７０８で継続され、
ここでこの選択されたソフトウェアアップデートが処理される。
【００８７】
　本発明のさらに他の態様によれば、ソフトウェアアップデートサービス１２０は、この
ソフトウェアアップデートサービスとクライアントコンピューティングデバイス１１０の
間で情報を選択し伝送する方法を提供することができる。図１２Ａおよび１２Ｂは、本発
明による、要求されたソフトウェアを検索しインストールするための、クライアントコン
ピューティングデバイス１１０によって実施されるソフトウェアアップデート処理サブル
ーチン１２００を示している。前述のように、このソフトウェアアップデート処理サブル
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ーチン１２００は、ソフトウェアアップデートの選択が生成され受信された後に実施する
ことができる。図１２Ａを参照すると、ブロック１２０２において、アップデート管理コ
ンポーネント１１１が、アップデートエージェント１１８をインスタンス化する。本発明
の例示の一実施形態において、このアップデートエージェント１１８は、要求されたソフ
トウェアアップデートを完了するため、このアップデートエージェントのインストレーシ
ョンコンポーネントの要求されたバージョンを生成するため、既存のファイルをデルタパ
ッチとマージすることによってアップデートされたファイルを生成するため、および／ま
たはアップデートされたファイルのインストレーションを開始するために、どのようなソ
フトウェアアップデート情報が必要とされるかを決定するための専用ソフトウェアコンポ
ーネントである。アップデートエージェント１１８が、すでにインスタンス化されている
場合には、ブロック１２０２は、省略することができる。
【００８８】
　ブロック１２０４において、アップデートエージェント１１８は、アップデートサービ
ス１２０からソフトウェアアップデート情報を取得する。本発明の例示の一実施形態にお
いては、アップデートサービス１２０が送信するこのソフトウェアアップデート情報は、
このアップデートエージェントが利用することができる様々なデータを含む、自己展開フ
ァイルなどのパッケージの形態である。一態様によれば、このパッケージは、特定のソフ
トウェアアップデートに対応するすべてのファイルのリストを含むことが可能である。さ
らに、このパッケージは、アップデートすべき特定のバージョンのファイルをアップデー
トサービス１２０上のそのパッチストレージファイルに記憶される対応するソフトウェア
アップデートデルタパッチに対してマッピングするパッチストレージマニフェストの少な
くとも一部分のコピーを含むことが可能である。このパッケージはまた、このインストレ
ーションを完了するために必要とされるインストレーションコンポーネントのバージョン
の識別を含むことが可能な、アップデートすべきファイルごとのインストレーション情報
を含むことも可能である。さらにこのパッケージはまた、アップデートエージェント１１
８についてのインストレーションコンポーネントまたはクライアントコンピューティング
デバイス１１０上にすでに記憶されているインストレーションコンポーネントのバージョ
ンをアップデートするためのデルタパッチを含むことが可能である。さらにまた、このパ
ッケージは、このアップデートエージェントにソフトウェアアップデートが正常であった
かどうかを判定できるようにする検証情報を含むことが可能である。例えば、この検証情
報は、比較するためのアップデートファイルについての基準ハッシュ値を含むことが可能
である。このアップデートエージェント１１８は、パッケージのその内容を検証すること
もできる。
【００８９】
　判断ブロック１２０６において、テストを実施してアップデートエージェント１１８が
アップデートを実施するためにこのインストレーションコンポーネントのバージョンをア
ップデートする必要があるかどうかを判定する。この自己展開ファイル中のインストレー
ションコンポーネントの完全なコピーの送信により、ソフトウェアアップデートごとの、
アップデートサービス１２０が送信するデータ量を増大させる可能性があることが当業者
には理解されよう。したがって本発明の例示の一実施形態においては、インストレーショ
ンコンポーネントのベースラインバージョンは、このクライアントコンピューティングデ
バイスに記憶し、インストレーションコンポーネントデルタパッチを介してこの現行のソ
フトウェアアップデートの要件について特にアップデートすることができる。したがって
、この自己展開ファイル中のこのインストレーション情報は、クライアントコンピューテ
ィングデバイス１１０上において、含められた任意のインストレーションコンポーネント
アップデートをこのインストレーションコンポーネントのこのベースラインバージョンと
マージする必要があるか否かをアップデートエージェント１１８に指示する。アップデー
トが必要とされる場合、図１３に関して以下でさらに非常に詳細に説明するように、ブロ
ック１２０８において、アップデートエージェント１１８は、このベースラインインスト
レーションコンポーネント（ｂａｓｅｌｉｎｅ　ｉｎｓｔａｌｌａｔｉｏｎ　ｃｏｍｐｏ
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ｎｅｎｔ）をアップデートする。
【００９０】
　このアップデートエージェントがこのインストレーションコンポーネントをアップデー
トした後に、またはこのインストレーションコンポーネントが、アップデートを必要とし
ない場合には、ブロック１２１０において、アップデートエージェント１１８は、クライ
アントコンピューティングデバイス１１０上にインストールされたファイル、およびこの
特定のバージョンのファイルのインベントリを実施する。本発明の例示の一実施形態にお
いて、アップデートエージェント１１８は、この選択されたアップデートに対応するもの
としてこのパッケージ中で識別されたすべてのファイルについてクライアントコンピュー
ティングデバイス１１０のファイルシステムに照会することができる。代わりに、アップ
デートエージェント１１８が、最近インベントリを実施したことがある場合には、このイ
ンベントリのキャッシュされたバージョンを利用することができる。ブロック１２１２に
おいて、アップデートエージェント１１８は、この要求されたアップデートを完了するた
めにどのようなソフトウェアアップデート情報が必要とされるかを識別する。本発明の例
示の一実施形態において、そのパッチストレージマニフェストは、必要とされるデルタパ
ッチに対するインストール済みのファイルのバージョンのマッピングを含んでいる。した
がって、デルタパッチングが利用可能な場合、アップデートエージェント１１８は、この
マッピングを利用してこのパッチストレージファイル内の特定のデルタパッチおよびその
オフセットロケーションを識別することになる。代わりに、デルタパッチが利用可能でな
く実施できない場合には、アップデートエージェント１１８は、ダウンロードするために
全体のファイルを識別することができる。
【００９１】
　次に図１２Ｂを参照すると、ブロック１２１４において、このアップデートエージェン
ト（ｕｐｄａｔｅ　ｄａｔｅ　ａｇｅｎｔ）は、識別されたソフトウェアアップデート情
報を求める要求を送信する。本発明の例示の一実施形態において、アップデートエージェ
ント１１８は、このアップデートサービス１２０のダウンロードサーバ１２４に対してこ
のパッチストレージファイルから必要とされる特定の範囲のパッチを示すことによって特
定のデルタパッチを求める要求を送信することができる。前述のように、このパッチスト
レージファイルは、各デルタパッチがそのパッチストレージファイルに伴うそのロケーシ
ョンによって識別される多数の適用可能デルタパッチを含んでいる。このパッチストレー
ジファイルが一部の実施形態ではかなり大きいこともあるので、アップデートエージェン
ト１１８は、このパッチストレージマニフェストから指示されるように、このパッチスト
レージファイル中の特定のロケーションからのデータだけしか求めない要求を利用するこ
とができる。本発明の代替実施形態においては、アップデートエージェント１１８は、ア
ップデートファイルの全体コピーおよび／またはこのパッチストレージファイルの完全コ
ピーを要求することができる。
【００９２】
　本発明の代替実施形態においては、アップデートサービス１２０に排他的に関連づける
ことができない別のダウンロードサーバが、このアップデートエージェント１１８の要求
を処理することができる。この実施形態においては、この要求パッチストレージファイル
は、全部または一部分をネットワーク上で任意の数の追加のダウンロードサーバに対して
伝送することができる。この追加のダウンロードサーバは、プライベートネットワーク上
でクライアントをアップデートするために利用されるプライベートネットワークの一部分
とすることができる。さらに、この追加のダウンロードサーバは、パブリックネットワー
クの一部分とすることができる。プライベートネットワーク環境においては、これらのダ
ウンロードサーバは、クライアント要求を処理するためのパッチストレージファイルの完
全コピーを取得することができる。代わりに、ダウンロードサーバは、他のクライアント
からの以前のデータ要求を処理する際にこのパッチストレージファイルの一部分をキャッ
シュすることもでき、このキャッシュデータを利用してこのダウンロードを履行すること
ができる。したがって、この追加のダウンロードサーバは、アップデートサービス１２０
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のダウンロードサーバ１２４上における通信歪み（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｓｔｒ
ａｉｎ）を低減することが可能である。
【００９３】
　ブロック１２１６において、アップデートエージェント１１８は、この要求されたアッ
プデート情報を受信する。本発明の例示の一実施形態においては、この要求されたアップ
デート情報は、２つのアプローチで伝送することができる。手動アップデートと呼ばれる
第１のアプローチでは、このアップデート要求は、直接ＨＴＴＰデータ配信応答（ｄｉｒ
ｅｃｔ　ＨＴＴＰ　ｄａｔａ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）を求める要求と共
にアップデートサービス１２０に対して送信される。このアプローチにおいては、アップ
デートサービス１２０は、使用可能な全帯域幅のすべてを利用してこの要求されたデータ
をアップデートエージェント１１８に対して送信することができる。自動アップデートと
呼ばれる第２のアプローチでは、このアップデート要求は、間接ＨＴＴＰデータ配信応答
（ｉｎｄｉｒｅｃｔ　ＨＴＴＰ　ｄａｔａ　ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）を求
める要求と共にアップデートサービス１２０に対して送信される。この応答においては、
アップデートサービス１２０は、この要求されたデータをバックグラウンドプロセス（ｂ
ａｃｋｇｒｏｕｎｄ　ｐｒｏｃｅｓｓ）として送信する。このバックグラウンドプロセス
は、使用可能な帯域幅の最小量を利用するようにして実施することができる。さらに、こ
のバックグラウンドプロセスは、このダウンロードプロセス中に中断し、次に利用可能な
時に再開することができる。バックグラウンドプロセスを介して要求されたデータを伝送
するためのシステムおよび方法についての説明は、参照により本明細書中に組み込まれて
いる、２０００年２月１６日に出願の「System and Method for Transferring Data Over
 a Network」という名称の同一出願人による同時係属の米国特許出願第０９／５０５，７
３５号明細書中に説明されている。フォアグラウンドまたはバックグラウンドのデータ配
信は、この選択されたソフトウェアアップデートの優先順位を必ずしも反映したものでは
なく、代わりにこのアップデート情報を取得するためにどのようにして帯域幅が割り付け
られるかを反映したものであることが当業者には理解されよう。
【００９４】
　要求された情報をこのアップデートサービスから受信した後に、ブロック１２１８にお
いて、アップデートエージェント１１８は、このデルタパッチをこの対応するインストー
ル済みのファイルとマージする。本発明の例示の一実施形態においては、アップデートエ
ージェント１１８は、このインストール済みのファイルの元のバージョンをキャッシュし
て、この選択されたファイルがこのダウンロードおよびマージングプロセス中に変化しな
いようにする。さらに、このインストール済みのファイルのキャッシュされた元のバージ
ョンを使用してこの選択されたアップデートをアンインストール（ｕｎｉｎｓｔａｌｌ）
することができる。
【００９５】
　判断ブロック１２２０において、テストを実施してこのアップデートされたファイルが
有効であるかどうかを判定する。本発明の例示の一実施形態においては、アップデートエ
ージェント１１８は、ハッシングアルゴリズムを利用して、アップデート情報パッケージ
から得られ、有効なファイルアップデートに対応する基準ハッシュ値を現在の修正された
ファイルからのハッシュと比較することができる。これらのハッシュがマッチングしない
場合、現行の修正ファイルは有効ではない。いくつかの代替の妥当性検査アルゴリズムの
うち任意の１つを利用することもできることが当業者には理解されよう。このアップデー
トファイルが有効でない場合には、このサブルーチン１２００はブロック１２１４に戻り
、ここでこのアップデートエージェントは、アップデート情報を再度要求することができ
る。代わりに、アップデートエージェント１１８が、このアップデートファイルを数回に
わたって生成しようと試みてもうまくいかない場合には、このアップデートエージェント
は、いくつかのフォールバックプロシージャ（ｆａｌｌｂａｃｋ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）
の１つを実施することができる。本発明の一実施形態において、このアップデートエージ
ェント１１８は、このパッチストレージファイルに記憶されこのパッチストレージマニフ
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ェストから識別されたアップデートファイルの完全コピーをアップデートサービス１２０
から要求することができる。本発明の他の実施形態においては、アップデートエージェン
ト１１８は、アップデートサービス１２０から自己完結型のファイル中のこのアップデー
トファイルのコピーを要求することができる。本発明のさらに他の実施形態においてサブ
ルーチン１２００は、その他の場合には失敗することもある。
【００９６】
　この選択されたファイルが有効になった後に、判断ブロック１２２２において、テスト
を実施して追加のダウンロードが何か必要とされるかどうかを判定する。本発明の例示の
一実施形態においては、サブルーチン１２００は、以前に選択されたダウンロードの終了
後に追加のダウンロードがあるかについて絶えずチェックする反復ループに入る。このダ
ウンロード中にファイルの状態が変化する場合、アップデートエージェント１１８は、こ
の新しい状態変化について追加のダウンロードを要求し続けるはずである。追加のダウン
ロードが必要とされる場合には、ブロック１２２４において、アップデートエージェント
１１８は、別のインベントリを実施し、すべての適用可能なデルタパッチを識別する。次
いでこのサブルーチン１２００はブロック１２１４へと戻る。
【００９７】
　すべてのこの要求されたアップデートのダウンロードが完了した後に、判断ブロック１
２２４において、テストを実施して、このクライアントマシンの状態が変化しているかど
うかを判定する。本発明の例示の一実施形態においては、アップデート情報のダウンロー
ドおよびマージングと、このアップデートされたファイルの実際のインストレーションの
間で時間が経過してしまうこともある。したがってこのアップデートファイルをインスト
ールするのに先立ってこのアップデートエージェントは、このクライアントコンピューテ
ィングデバイス状態が変化しているかどうかを判定する。この状態が変化している場合に
は、このファイルアップデートは有効でないこともあり、このアップデートはブロック１
２２６において失敗する。代わりに、状態の変化が起こっていなければ、アップデートエ
ージェント１１８は、ブロック１２２８においてこのアップデートされたファイルをイン
ストールし、サブルーチン１２００は、ブロック１２３０において戻る。
【００９８】
　次に図１３を参照して、ブロック１２０８（図１２Ａ）に対応するベースラインインス
トレーションコンポーネントをアップデートするための、クライアントコンピューティン
グデバイス１１０によって実施されるサブルーチン１３００について説明することにする
。判断ブロック１３０２において、テストを実施して新しいベースラインインストレーシ
ョンコンポーネントが、アップデートサービス１２０からアップデートエージェント１１
８に伝送される自己展開ファイル中に含まれるかどうかを判定する。本発明の例示の一実
施形態において、このベースラインインストーラ（ｂａｓｅｌｉｎｅ　ｉｎｓｔａｌｌｅ
ｒ）をアップデートするために必要とされるデルタパッチが、アップデートされたインス
トレーションコンポーネントの伝送とサイズが同等である場合、新しいベースラインイン
ストレーションコンポーネントが伝送されることになる。アップデートされたインストレ
ーションコンポーネントが含まれる場合には、ブロック１３０４において、このアップデ
ートエージェントは、このアップデートされたベースラインインストレーションコンポー
ネントを新しいインストレーションコンポーネントとしてインストールする。さらに、こ
の新しいアップデートされたインストレーションコンポーネントは、クライアントコンピ
ューティングデバイス１１０のメモリに保存されて追加のアップデートについてのベース
ラインインストーラとしての役割を果たすことができる。ブロック１３０６においてこの
サブルーチンは戻る。
【００９９】
　アップデートされたベースラインインストレーションコンポーネントが、この自己展開
ファイル中に含まれていない場合には、ブロック１３０８においてアップデートエージェ
ント１１８は、この自己展開ファイルからベースラインインストレーションコンポーネン
トデルタパッチを取得する。本発明の例示の一実施形態において、このベースラインイン
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ストレーションコンポーネントデルタパッチは、このベースラインインストレーションコ
ンポーネントとマージされてアップデートされたベースラインインストレーションコンポ
ーネントを生成することができるソフトウェアコードに対応する。したがって、ブロック
１３１０において、このアップデートエージェントは、このベースラインインストレーシ
ョンコンポーネントデルタパッチをこのベースラインインストレーションコンポーネント
とマージする。ブロック１３１２において、次いでアップデートエージェント１１８は、
このアップデートされたベースラインインストレーションコンポーネントを現在のインス
トレーションコンポーネントとして指定する。本発明の例示の一実施形態において、この
インストレーションが完了した後にはこのアップデートされたインストレーションコンポ
ーネントは、保存されないことになる。この実施形態によれば、アップデートエージェン
ト１１８は、クライアントコンピューティングデバイス１１０のメモリ中に限られた数の
ベースラインインストレーションコンポーネントしか保持しない。したがって、このアッ
プデートエージェントは、インストレーションごとに、一時的なアップデートされたイン
ストレーションコンポーネントを生成する。各クライアントコンピューティングデバイス
１１０は、限られた数のベースラインインストレーションコンポーネントにしか対応する
ことができないので、アップデートサービス１２０には、クライアントコンピューティン
グデバイスごとに１つのベースラインインストレーションコンポーネントデルタパッチを
伝送する必要があるだけである。ブロック１３１４において、このサブルーチン１３００
は、戻る。
【０１００】
　本発明の好ましい実施形態について示し説明してきたが、本発明の趣旨および範囲を逸
脱することなく様々な変更をここで行うことができることが理解されよう。例えば、本明
細書中で説明した例示の実施例は、ソフトウェアアップデートに適用されるが、本発明の
範囲は、ソフトウェアアップデートに関連した情報の配信および通信以外の他の使用を含
んでいる。したがって、特定の主題がこの開示中において明確に除外されない限り、本発
明の範囲が、ソフトウェアアップデート以外の、またはソフトウェアアップデートに追加
の任意タイプのデータの配信および通信に適用されることを理解されたい。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
【図１】本発明による、クライアントコンピュータ、およびアップデートソフトウェアを
提供するアップデートサービスを含むソフトウェアアップデートシステムを示すブロック
図である。
【図２】本発明による、アップデートサービスを用いたクライアントコンピューティング
デバイスの認証を示す、図１のソフトウェアアップデートシステムのブロック図である。
【図３】本発明による、クライアントコンピューティングデバイスとアップデートサービ
スの間の使用可能なアップデートの同期化を示す、図１のソフトウェアアップデートシス
テムのブロック図である。
【図４】本発明による、アップデートサービスからクライアントコンピューティングデバ
イスへのソフトウェアアップデート情報の伝送を示す、図１のソフトウェアアップデート
システムのブロック図である。
【図５】本発明による、クライアントコンピューティングデバイスによるアップデート情
報の処理および選択を示す、図１のソフトウェアアップデートシステムのブロック図であ
る。
【図６】本発明による、クライアントコンピューティングデバイスによるデルタパッチの
マージング、およびアップデートファイルのインストレーションを示す、図１のソフトウ
ェアアップデートシステムのブロック図である。
【図７】本発明による、クライアントコンピューティングデバイス上におけるインストレ
ーションのために使用可能なソフトウェアアップデートを識別するための、クライアント
コンピューティングデバイスおよびアップデートサービスによって実施されるソフトウェ
アアップデートルーチンを示す流れ図である。
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【図８】本発明による、アップデートサービス上に記憶されるアップデートに対する選択
的なアクセスを提供するための許可ルーチンのプロトコル図である。
【図９】本発明による、許可ルーチンを示す実施例の１組のソフトウェアアップデートの
ブロック図である。
【図１０】本発明による、選択グループのソフトウェアアップデートをソフトウェアアッ
プデートサービスからクライアントコンピューティングデバイスへと伝えるための同期化
ルーチンのプロトコル図である。
【図１１】本発明による、個別のクライアントコンピューティングデバイスにとって使用
可能なソフトウェアアップデートのリストを表示するためのグラフィックユーザインター
フェースの例示のセクションを示すブロック図である。
【図１２Ａ】本発明による、要求されたソフトウェアを検索しインストールするためのク
ライアントコンピューティングデバイス１１０によって実施されるソフトウェアアップデ
ート処理サブルーチン１２００の一部分を示す図である。
【図１２Ｂ】本発明による、要求されたソフトウェアを検索しインストールするためのク
ライアントコンピューティングデバイス１１０によって実施されるソフトウェアアップデ
ート処理サブルーチン１２００の一部分を示す図である。
【図１３】本発明による、ベースラインインストレーションコンポーネントをアップデー
トするための、クライアントコンピューティングデバイスによって実施されるサブルーチ
ンを示す流れ図である。

【図１】 【図２】
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